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Ⅲ B2 勝浦・鴨川沿岸

第90図 千葉県貝塚分布地図・太平洋区 3
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附章 資料・データ集

第 3節 千葉県縄文貝塚数量分析例 リス ト

凡例

1.本 リス トに記載した分析例は、県内の縄文時代の貝層調査例のうち、数値による分析結果が公表され

ているもののみを対象とした。貝類、鳥獣骨、魚骨の集計及び貝類の計測のうちいずれかでも実施され

ているものを取 り上げた。種名表のみが記載されているものについては除外した。

2.市町村番号は、今回の研究紀要で独自に付したもので、附章第 2節の地名表と同一である。

3.遺跡名は、附章第 2節の地名表に記載されている名称を用いた。そのため、報告書及び分布地図等で

使用されている呼称 と異なる場合がある。地名表の備考欄には異称、旧称、地点名等を記載した。

4.時期については原則 として報告書の記載に従った。

5。 各分析例は、その規模に関わらず貝層 1地点につき 1件 とした。例えば、大規模馬蹄形面状貝塚にお

いては地点名が付されているものは地点ごとに、付されていない場合には全体を 1件 とし、貝層サンプ

ルを複数箇所採集している場合にはその数を記載した。遺構内の貝層についてはサンプルごとに 1件 と

した。

6.採集方法の欄で使用した記号は以下の通 りである。

C:垂直コラムサンプル S:層 位別一括サンプル I:一 括サンプル (全量か一部かを問わない)

7.数量分析例で使用した記号は以下の通 りである。

○ :分析例あり △ :出土例の一部について分析例あり × :分析例なし ― :出土例なし

8。 その他の分析の欄では、貝層サンプル中で検出された試料の分析については全て記載し、貝層サンプ

ル以外の試料の分析 (花粉分析や灰像分析等)については必要に応じて記載した。

9。 人骨については、個体数に関わらず出土例があるものについて○を付した。詳細については別掲の「千

葉県内出土縄文人骨 リス ト0データ集成」を参照していただきたい。

一-262-―



第62表 貝層分析例一覧

シオフ々、 マカ・キ、 オキシン・ミ、 オオ

第 lA住居路 I貝 層

第 lB住居路 口貝層

第lB住居跡皿貝層

第 lB住居跡IV貝層

第 lB住居跡V貝層

第 lA住居跡■員層

第 lA住居跡Ⅸ貝層

第 lA住居跡 X貝 層

C地点、魚骨は分類中

C地点、魚骨は分類中

C地点、魚骨は分類中

C地点、魚骨は分類中

:A4-071江戸川台第 I

rr{-to il'FSEE
r A{-10 lrFaHn

・ウ、′イカ・イ、オキシアミ

NO,1
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NO.2

り、 マカ・キ、 'ルホ ウ

I A2-101寺 前貝燎 ]

1号住居lll

イ、 オキシシ ミ、 サルホ・ウ、 シオフキ

り、 マ
'・

キ、 'ルホ・ウ、 ォキシン・ミ
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N03

ミ、 オキシン・ミ、 シオフキ、 ア|リ

I Bl-261殿平賀向山

I Bl-261殿 平賀向山

4号 住居跡A貝層

第 1貝 プロッタ

′イカ・イ、マがキ、ア|リ

キ、ハイカイ、′マタ・り、ア|リ

tct-72 i-ft

"り

、オキシン・ミ、オキア|"

地点貝層 (住居跡)

９８

９９

-265-
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学 6で は 1号住居
と記載)



NO.4

1所在遺跡として報告

S24立 教大田杢資料

DV-2員層赤色土

D IV-3 LM2D IV I―

B ⅣB14T黒色土

DΠ 2-3骨の層

D口 2-3下
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NO.5

称八反割A遺跡、報文
では堀之内地区

1日称八反割A遺跡、報文
中では堀之内地区

1日称八反割A遣跡、報文
中では堀之内地区

1日称八反割A遺跡、報文
中では堀之内地区

貝塚第 7地点

A地点、貝層ごとの区

A地点、貝層ごとの区

ル7(純貝尋 1)

ル7(純貝層 2)
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N06

6号住居跡 3G

l丁 目248番 地所在

E貝 層 1層

E貝 層2層 上面

E員 磨 2■ 下面

C地点 結果はD地点
と同時に報告

り、 オキアサリ、 ハイカ イ

加曽利 EV、 称
名寺 :

他に 2遺 l■から採取 じ

Eルン,7Ett Π層下部

堀之内ヽ加曽利

堀之内～加曽利

り、 1キア,1、  イホ・キサコ・

他に 2ケ 所 ,ンフ・ル探取

8号 Aビ ット
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N07

I C3-021藤崎 3丁 目市

1ト レンチ

新堀込遺跡として報告

.キ
サ,、 ′マ,・ り、オキ71リ1号住居跡 (■■ )

鳥状魚骨頻については
,メン}を し

鳥獣魚骨類については
,ル }な し

鳥獣魚骨額については
コル}な し

4(201)号土坑

面状貝層 (,・ ロツタ1)

加曽利Elヽ 堀
之内 1

6地点の貝フ・●ック毎に

全量を採集、St lの み
上下に分層

-01(ビ ツト)
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N08

貝集計は第 1発掘区の
み、人骨lattv発 掘区

第 1地点 1号住 (023)

1地点2号 土坑

1地点 6号土坑

7'ンフ・ル中3ヤフ・ルの分
、生活跡に伴 う●・

"

`ホ

・キ,コ・、 アラムンロ、 ウミニナ

古墳後期の住居跡
14Cに より縄文晩期員
フ・●ッタの混在が判明

川神円遺跡 として

尋獣■は南斜面、北斜
5、 台地上遺構で区分
(以下同じ)
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NO.9

I C7-111有吉北貝塚

IC7 11 1有吉北員塚

ホ・|サゴ、′・7ク リ、シオフキ

阿工台～加曽千J

El?

キ||・ 、′W夕・り、シオフキ、アサリ

り、 イホ キ,コ・、 ア
'り

、 シオフキ

有吉北員塚

アサリ、′17夕・り、イr tlコ・

rc?-u lfEItEE

rc?-ll lfiBltFfl
r c?-ll leBlEFa

-271-



NO.10

北斜面員層、選別未了

I C7-111有 吉北貝塚

I C7-111有 吉北貝塚

IC7 11 1有 吉北貝塚

rc7-ll ifrtiEFS 王台皿、中
、加曽利EI

r c?-ll latitE4 王台 nl、 中
、加曽利 El

台口、中
加曽利EI

第 1貝 塚 (面 )

・ル中 4'ンフ・ルの分

第 2貝標 (面 )
ル中 4サンフ・ルの分

第 3貝塚 (面 )
ル中 4サンフ・ルの分

サンフ・ル中 2シフ・

第 7貝塚 (面 )
ル中 3サンデルの分

5(123)号住

―-272-―



N011

体積、採集位置不明
遺構ヽ と分析結果のNo
が一数 しない

採集位置不明
|と 分析結果のNo
tし ない

175(住居 )

れもわずか
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NO.12

遺跡名 員 層 時期 操取法 その他の

分析

主要員程 人骨 備考

員 負

市原市 I Dl-01 L小貝塚 ,6土坑猥土
中期末ヽ後期初
頑

:、  S ○ ○ ○ ○

ク●夕・イ前上
顎骨長計
欄、′マ,・ り成
長線

W夕・り、イホ・tlコ
・ 199501

市原市 上小貝堀 旧土坑覆土
中期末～後期初

○ ○ ○ ○
■夕・り成長
■

市原市 I Dl-01 L小貝塚 Ю土坑覆土
中期末～後期初
讀

I ○ ○ ○ 〇
マタ・り成長
は

マタ・1、 イホ・Hコ・ 14199501

市原市 101-01 上小員塚 0■坑覆土
中期末～後期初
讀

:、  S ○ ○ ○ ○
■,イ 前上
腱骨民計測

W夕・り、イホ・キ,コ・ 14199501

市原市 :Dl-01 上小貝塚 l土坑覆土 後期前葉 ○ 14199501

市原市 :Dl-01 L小貝塚 土坑覆土 後期前葉 1 イネ・1,コ
・ 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 13土坑覆土 漿期前葉 1、  S Wタ リ、イホ・1,コ
・ 199501

市原市 l Dl-01 上小員塚

“

土坑覆土 癸期後葉 I、  S ○ ○ ○ ○
u・ キ歯■高
け瀾

マタ・り、イホ・キ,コ・ 14199501

市原市 l Dl-01 上小貝塚 6土坑覆土 麦期前葉 1 ○ ○ ○ ○

曖・キ歯■高

叶測、′マタ・リ

=長
線

マタ・J、 イホ・キ
'コ

14199501

I Dl-01 上小貝塚 Ю土坑覆土 炎期後葉 1、  S ○ 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 土坑■土 晏期後葉 l ○ ○ ○ ○ イホキ,コ・ 14199501

市原市 I Dl-01 上小員塚 焙土坑履土 菱期前素 I マタ・り、イホ・

"コ

・ 14199501

市原市 上小貝塚 n土坑覆土
1期末～後期初
旧 ○ ○ ○ ○ ○ 14199501

市原市 :Dl-01 上小貝塚 12土 坑覆土 麦期前葉 ○ ○ ○ ○
マタ・り成長
は

・り、イホ・キ,コ・ 199501

市原 iト I Dl-01 上小貝塚 13土 l17t覆土 癸期前葉 ? I ○ ○ ○ ○

ススキ歯骨高
計測、タロタイ
前上顎骨長
31測

|●夕・り、イき・||コ
・ 4199501

市原市 :Dl-01 上小貝塚 И土坑覆土 贅期前栞 I ○ ○ ○ マタ・り、イホ・キ,コ 、ア|リ 199501

1,原市 上小貝塚 ,5土坑覆土 中期末 ○ 14199501

市原市 上小貝塚 ,6土坑猥土 中期末 I、  S ○ ○ ○ ○
マヽタ・り成長
は

14199501

市原市 l Dl-01 上小員塚
'8土

坑覆土 嵯期前葉 I

市原市 上4ヽ貝塚 ,9土坑覆土 箋期後葉 1 ○ ○ ○ ○ "夕
・り成長

線
マタ・り、イホ・キ,コ・、アサリ ○ 14199501

市原市 Dl-01 上小貝塚 70■坑■土 後期後葉 ○ ○ ○ ○

rキ歯骨高
‖薔U、 タロ

'・

イ
詢上顎骨長
叶測、′17タ リ
滉長線

マタ・り、イホ・||コ
・、ア

'リ

○ 14199501

市原市 :Dl-01 L小貝塚 2土 坑寝土 後期後葉 ○ ○ ○ ○ 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 Ю土坑猥土 下明 ○ 14199501

市原市 上小貝塚 1土坑薇土 後期後葉 ? ○ ○ 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 b土坑覆土 l■x期前策 I ○ ○ ○ ○ 口,・ り、イギキ
'コ

・ 199501

市原市 L小貝燎 旧上坑覆土 後期後素 1 ○ ○ ○ ○ '0,・
イ前上

限骨■1+測
199501

市原市 I D1 01 上小貝塚 ∞土坑寝土 険期後葉 ○ ○ ○ ○ 199501

市原市 上小貝塚 01土坑覆土 険期後葉 1 ○ ○ ○ ○ '口

,・ イ前上
讀骨長1+測

199501

市原市 I Dl-01 上小員塚 102土坑覆土 癸期後葉 1 ○ ○ ○ ○ “脚̈
線

”
顎

昴
長

199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 103上坑覆土 麦期後葉 I ○ ○ マタ・り、イホ・llコ
・

市原市 上小貝塚 109土坑覆土 麦期後葉 ○ ○ ○ ○

市原市 上小貝塚 110土坑lE土 癸期後葉 I ○ ○ ○ ′ヽずれもわずか

市原市 I Dl-01 上小貝塚 124土坑覆土―括 箋期後葉 I S ○ ○ ○ ○

tス
・キ歯骨高

Itりけ、夕●夕・イ
前上顎骨長
計測、′ヽ7ク リ
成長線

|・ 7夕
・り、シオフキ、イホキ,コ・ ○ 4199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 133土 坑覆土 箋期後葉 I ○ 〇 ○ ○
マク・り成長
颯

マタリ、ア|り 、シオフキ、イrキ ,コ 14199501

市原市 l Dl-01 上小貝塚 142土坑覆土 箋期後葉 1 ○ ○ ○ ○

メ・キ歯骨高
叶lllタロタイ
H上預骨長
叶測、,Wク リ
配長線

マタ・り、イ摯・情コ・ ○

市原市 I Dl-01 上小貝塚 147土 坑覆土 箋期後葉 : ○ ○ ○ ○

ユ キ歯骨高
片澪‖、,ロ タイ

H上顎骨長
叶測、′マタ・リ

出長線

マタ・り、シオフキ、イホ・llコ
・

○

市原市 上小貝塚 150土坑覆土 曖期前葉 ○ ○ ○ ○ マタ・り、イホキ,コ 14199501

市原市 l Dl-01 上小貝塚 1号住覆土 陰期前葉 1 ○ ○ ○ ○ 14199501

iド原市 I Dl-01 上小員塚 7b号住炉覆土 後期前葉 I ○ ○ ○ ○
■夕・り成長
颯

マクリ イr"コ・
○ 14199501

市原市 上小貝塚 7c号住覆土 険期初頭 ○ ○ マタリ、イホ・キ,コ・ 14199501

市原市 l Dl-01 上小貝塚 7c号住炉覆土 陵期初頭 14199501

市原市 :Dl-01 上小貝塚 8号住覆土 中期末 14199501

市原市 l Dl-01 L小員塚 10d号住炉覆土 後期前葉 1 ○ ○ ○ ○ イホキ
'コ

・ 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 11号 住柱穴 P-1 発期前葉 I ○ ○ ○ ○
い
°
キ歯骨高 イホキ,コ・ 14199501

市原市 I Dl-01 上小員塚 1号 住柱穴 P-2 た期前葉 ○ ○ ○ ○ '口
,・ イ前上

隕骨長81測
イネ・キ,コ・ 14199501

市原市 :Dl-01 上小員塚 1号住柱穴 P-3 免期前葉 I イホ・キ,コ
・ 14199501

市原市 :Dl-01 上小貝塚 1号住柱穴 P“ 兌期前葉 14199501

市原市 I Dl-01 上小貝塚 2号 住柱穴 P-33 免期前葉 : イホ・1,コ・ 14199501

市原市 上小員塚 ■1(包 合層中) 出期薔

“

○ O A_32土 器捨場 内

市原市 亥の海道員嫁 4号住居跡 日之 内 1 O ○ 14199201

市原市 えの海道貝塚 6号住居跡 □之内 1 14199201

市原市 I Dl-10 えの海道貝塚 11号 土坑 □之内 1 14199201

市原市 l Dl-10 亥の海道貝塚 プロック 1
旧曽利Eヽ 堀之

1ヽ
○ ○ ○ ○ イホ・キ|コ・、 ハマタ・リ 見上貝層 14199201
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N013

I Dl-101亥の海道員塚

茨の海道貝塚
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NO.14

1卜 15(東西ベルト)

r Dl-lo lxoiaiEEE

二枚員ともに小

ホ痰 ? "ト シシ・ミが
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N015

こ未分析サンフ・ル多数

t未分析177・ ル多数

こ未分析,ンフ・ル多数

こ未分析,ンフ・ル多数

"コ

・、フメタカ・イ

24,ン デル採集 (採彙方
法、分析,ンフ・ルの提示
なし,

キ,コ・、 シオフキ、 アサリ、 マテカ・イ

7キ、ア|り 、′17夕・り、オキシシ・ミ

マカ・キ、 オキシン・ミ、 ヤマ}シン・ミ

}シン・ミ、カフアイカイ

シン ミ、 ムラ
'キ

カ・イ

A地点上部員層

'1、 ア|り 、 ハイカ・イ、 シオフキ

タ リ、 シオフキ、 ヤマトシン・ミ、 キ,コ・

1日称名古屋十二代遣跡

り、 シオフキ、 アカこシ、 サルホ・ウ 大倉南貝塚として報告

人骨は第2● より1体、

第6層 より2体出上、南
貝塚

-277-



NO.16

、 シオフキ、 オキシン・ミ、 ア|り 、

り、 アカニン、 カキ、 シオフキ井大官台貝塚

井大宮台貝塚

u C3-141白井大官台貝塚

′へ・イキ
'コ

・、 ,キ  カ・イ

加曽刊Elヽ E
n

"イ
、チョウセンマタ・リ

力・イ、 夕・ンヘ・イキ,コ・

・カ イ、 夕・ンヘ・イキ,コ・
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第 4節 千葉県内出土縄文人骨 リスト。データ集成

第 4節 千葉県内出土縄文人骨 リス ト・データ集成

凡例

1.本 リス トは、これまでに千葉県内で出上した縄文時代人骨を集成したもので、「出土縄文人骨個体別 リ

ス ト」、「頭蓋骨計測値表」、「上肢骨計測値表」、「下肢骨計測値表」、「頭骨小変異観察表」からなる。

2.集成する資料は報告書や雑誌等で既に公表されているものを対象としたが、一部関係機関の御厚意に

より未発表資料を掲載させていただいたものも含んでいる。また、ごく最近の調査でその成果が未公表

である場合には、出上の事実のみを記載した。

3.各個体には遺跡IDコ ー ドと3桁の番号を組み合わせた人骨IDコ ー ドを付し、分布地図や地名表、それ

ぞれのリス ト間の対照が容易になるようにした。

4。 「個体別 リス ト」の属性には、調査時の個体番号、出土位置や層位、時期、埋葬姿勢、遺存状況 といっ

た考古学的データに加え、形質人類学的分析鑑定が完了しているものについては性別、年齢、遺存部位、

古病理学的所見、推定身長等についても記載した。

5。 「個体別 リス ト」の遺存状況の欄で使用した記号は下記のとおりである。

○=遺存する  △=一部遺存する  ×=遺存しない  一=記載なし  空欄=不明

6.現在、東京大学総合研究資料館に収蔵されている資料には型録が刊行され番号が付されているが、報

告書等 と対比 して対応関係が判明したものについては東大型録番号も併記した。なお、個体レベルまで

対応できなかったものについては調査次単位で対応させて掲載し、その場合人骨IDコ ードは000と して網

を掛けて区別してある。なお、型録の記載内容から遺存部位や遺存状況を判断したものもある。

7.頭蓋骨、上肢骨、下肢骨の各計測値表 と頭蓋骨小変異観察表は、われわれ考古学研究者が即座に利用

する機会は多 くないデータであろうが、分析鑑定時に参照可能な比較データとして提示することによっ

てより多 くの情報が得られることを期待して作成したものである。また、資料を保管・管理する側にと

って、資料の持つ属性・ データの内容を確認するにあたって活用されることも期待する。

8.「頭蓋骨計測値表」では、本来左右の計演1値があるものの区別なく記載されている場合には数値を右の

欄に掲載し、左の欄には「…」を示してある。

9。 「頭蓋骨小変異観察表」で使用した記号は下記のとおりである。

○=存在する  ×=存在しない  一=欠損により不明  空欄=未観察
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第63表 出土縄文人骨個体別 リス ト

鑽右第2切 函掟由 
“

歯多

E¨ -9暑層調飩J上

号住居諄
  l:1:内

員●下黒

―-280-―

トレ9E  晏:I黒
‖し・'



1,住居■内
帽軍電「 18喜

蠣

構点3～ 5区 二千:き ]liま
し

昔口ll 工坂●沐 芹沢■介発見

之内員燿   重曇遺粛
7
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l,55年  "ヽ 岩3中 藉見 左 12抜歯

=住
居いP4 書iお

'罵

11,底

P器 :TT瑞・
底

■乱 頭菫骨片 上凛右●1■自

-282-

人,lD 貝塚 ID 遺諄 名 口体M 遺構/掘込み 層位 時 期 年齢  性別

頭 上肢 体幹 下1

こ存よ沢 備 考

12内 員環    堀組9鈴木6 0△ X△

B之内員塚 漏越10 O

E2内員塚 rrII

,2内員輝 賃35オ  女 O O O O

…

0× X×

EIIEI

…

E■環     渡辺 7号 O△ △ O

Tl■
渡辺 8号
凛一号■棺

硼
渡辺 9号
第二号■棺

O O O O

IE 渡辺
1号 土墳凛群

コ 1号

II■ 2号 O O O△

IE 0号 X X O△

コ 4号

硼 5号 2'住居昨P″ 喜[I馬踏・
底 O△ △ △

コ 6号

硼 合葬a号
悔
吠

IE 合,b号

Tra 合姜c号
埓
哄

IE 合●d号 諄
吹

コ 合,o号
”
嗽

a---

IE 合●1号
:'以上   女

コ 合,嬌

硼 合●h号

':9ォ

 女

IEl 合薔 i号 '“      111鷲 1'電F
Ｌ
吠

IIB 合,1号 纂16オ  男

IIEl 合
"k号 “

5  111lrtデ
「 15オ  女

:■暉      合,1号 〕
帆

爾 合姜■r8 it"t 4q

爾 合●n号

“
5  1露 :IFtデ 吉15ォ  男

硼 合●●号

IE 合

"湯
:;●後   

女

コ 合,`
“
5  11:鶴

'tP珈 合姜r号 '“      111trtr)
眸
味

硼
“

5年 月奎 少量の■片のみ

C■原      誉晉土墳
=群

…
戸ヽ市● (奥 の貝層 )

F和清水員暉   1号 X000

F和濤水員
=  2号

△ O O O



人骨:D 貝塚 ID 遺路名 倒体M 遺構/掘込み 層 位 l手期 年齢  性別 遺rl部位 遺存状i兄

頭 に腋 体幹 ド

"
子和着水員塚 1サ lt居跡  ll ttHI木 面 X X X 0

子和清水員塚 00△ X

■和看水貝塚 71=ilt   ,状 t抗 O O 0 0

～
野 l号 O O O O

町野 2号 O000

ヽ

"
3号 0000

野ヽ 4号 O O O O

力野 5号 0000

"野
6号 O000

～
野 7号 O O O O

""
0号 O O O O

～"
9号 Oaxa lsn t*[ts;]E

～"
10号 O O O O

"野

1号 O O O O

野ヽ 12号 O O O O

中け員塚 t居● ●土

"“
 "曽 IIE I

中十員澤 t居摯 ■■

中中員軍

中■員離

中|1員 塚

中中員軍

中●1員撃

●|1員 燿 lL●● ■■ t134-001=02公 のtヽすItか

●■員
=

性層諄 ■■

|■■環

|■ 員燿 tL暑● ホロ
'

|“ 員塚

|"員暉

1中 員聟 ●口|"●■じ1 女

"薇

員爆 t日諄 庫ロ |口  ""刊 El

|■■年

,中員
=     ll次

-1号 1茨 1'住居籠
意

居

窯 ]:I「
上

△ △ O O 1995“

|"員暉     Ⅲ次つ号

"|1員

塚     Ⅲ次-3号 1次 I=住居跡
[量:東潔晏:I椰

O△ △ △ 964年 ユ茨口をで確認 1965年

"■

"|1員

暉    Ⅲ次

“

号 嗽1確鵬t71]?静

"IF員

塚    Ⅲ次-5号 OOOO

"中

員塚    Ⅳ次-1号 次 1'こ居諄
1居

摯北東5床 面

“

"峠

員塚    Ⅳ次-2号

い中員塚    Ⅳ次 3a号
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人骨 ID 貝塚 lD
=跡

名 個体No 遺構/掘込み 層位 時期 年齢  性 8J 遺存部位 遺存状況

頭 上肢 体幹 下用

"|1員

塚 IV次 ‐ 号

F.tlrt v1F.-128 0△ △ 〇

,中 員撃 V次 -lb号

1中員塚 V次″8号

争中員塚     V次 -2b8

||1員 塚    V次 2c号

中峠員塚    V茨 ″鵡

“

薇 ■乱 0 × △ △

中峠員塚     V次 -2号

い峠員暉     V次 ●号

"峠

員塚    V次 -4号 O O O O

卜中員暉    VI次 -1号 O△ △ O

い●員塚 ■次´号 0△ △ △

い峠員塚 Ⅵ次-3号 O O O△

"|1員=
■次

“

号 O△ O△

口谷 O O O O

O O O O

,谷       型録曽谷1
[全 2'オ  女 97901

,谷       型録曽●1・ O X X X

自谷 型録曽谷2 O O O O

O O O O

型録

"谷
('62)4 O O O O

型爆

"0(・

62)5

日●      型録曽谷 (.62)0

P谷 型録

"谷
('62)7

口● 型録曽谷('62)8

,谷 型饉

"谷
('62)9

自谷      ギ湯IF

|●

|●      型録

"谷
('74), O O O O

,谷       型毎

"谷
('74)2

El号 『塊営"c量
? O O O O

L●       型録曽谷(・ 16)

l号 O000

2号 O O O O
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人骨lD 貝壕 lD 遇跡名     個体No 遺構/掘込み 層イこ 時期 年齢  性別 遺存部位 ■存状況

頭 上肢 体幹 下腋

3号

4号 0 △ X 0

詢台 5号 O000

6号

7号 O△ △ ×

8号 O O O O

9号

10号 O O O O

台ヽ 11号

句台 12号

自台 13号 O O△ 0

14号

下員塚

下貝塚

日●員撃 1号 O△ O O

口椰員軍 2号 O O X 0

颯

“

員電 3号 △ O O O

■●員塚 4号 0 0 X 0

●椰員塚 5号 △ O△ 〇

彙●員塚 6号 O O X 0

■●員塚 7号 , 4号に居諄葉[霊 Tttr星・
)

△ O△ O

費椰員塚 8号 ]3号鵬跡彙[論T話『
層わ

O 0

"沢

員彗

"沢

員塚 O O O O

い求員塚

卜沢員塚

卜沢員燿

中沢員
=

中沢員燿

中沢員塚

中沢員燿

中沢員聟

中沢員聟

中沢員暉

斃山員暉    型毎姥山 ('11) 0000

贈山員
=     1号

A・・     最:I意思床.15c●
0△ 0△

に大型録131653● 1,1659 13166,の いずれか

峰山員撃 1    2号 AAC)A

鼈山員
=    3号

A■A     員■■■■|

"期

 "僣 Ill E

嗜山員軍 4号 ・点     ]:[き :凛 11:11
000△
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人骨 ID 貝塚 :D 遺跡 名     個体No 遺構/槻込み 層位 時期 年齢  性別 遺Fl部位 l■ 存状況

頭 上肢 体幹 下11

1山員
=

5号 0000

嗜山員聟 6号 摯点|11:[を思体画」i ■期 加■1,E 0000

嗜山員
= 'f譲

Ⅲヽ‐‐1:I意 :床韓上 O000

中山員
=   : 1号

●棺 11■ |||li:I意 :栞 1,こ O O X ×

厳山員
=

2号●絵

嗜山員塚    デ盤犠P 0000

al|rr tnii!, O O O O

ru,Etr ffifif O O O O

rulr* ffiiif 0000

EuEjE ffifi:|' 0000

嗜山員塚    ギ溌競リ O O O O

嗜山員=    ギ湯機出 O000

嗜山員環     ギ場擦′ 0000

Elu員 塚 1号 鮨
`     ]:圭

翼床上“"
O O O O

に大コニ1316fnヽ lSl●13の いずオιか

贈山員
=

2号 |||  ::理11.“a 0000

1山員塚    ギ囁指中 0000

セ山貝塚    計攪籠ど O O O O

ヒ山員塚    デ滉指よ O X X ×

1山員塚    ギ滉鰭岸

仙員燿 瑞「
発山い l,*u"H * , +*'tn. 0000

1山員暉  謬
姥山い

);BrA 
r ,+*t*r O O O O

セ山員軍
型出発山 ('26)

瀾 ln"r* r ,,loon- O O O O

Ш購  謬
軸Ca ln'tA r ,+*txr O△ △ △

1山員塚
型爆発山 (.26)

澤5 !;'rA h ,+*rxr O O O O

壱山員軍
型録彙山
(.50')2

e山員繹
型録蛯山
('50,)|

e山員撃
型録蛯山
←50')5

饉山員躍
型爆発山
('50,)3

O X X X

e山員環    ギ島等常 O X× X

e山員軍    ギ場寄‖

GilEr t*fit
e山員躍

型爆発山
(・ 50,)16

e山員燿    ギ騎憎

tuJE,r t$$H

1山員燿    デ場鷲場

ヒ山員塚     ギ働機 t点

臨山員輝    ギ島棚

鷹山員塚
型彗発山
('507)25 に大型録131683 ■

'片

 ■角
=共

It

Errrln t*f* O O O O

嗜山員暉     ギ爵鷲タ O O O O
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人骨ID 貝壕lD 遺跡名     目俸No 遺l1/掘込み 層 li 時 期 年齢  性別 遺rf“ 位 遺存状況

頭 上肢 体幹 ド覇

1山貝塚     ギ露修ま i年 311  
男

セ山員塚
型雛 山
('50)30 i年 34オ  男

住山貝塚    ギ場指中 O OOO

饉山員塚    ギ島指′ O X × X

魔山員暉     ギ露指ま

嗜山員塚     ギ場指‖

frFjr t$fi*
曜山員塚

型録蛯山
('50)36

嗜山員塚
型舞 山
('50)37

0000

嗜山員塚     ギ録拷ま

峰山員塚    デ翼指よ O O O O

嗜山員躍    デ湯指♂

噌山員塚
型録発山
('50)11

贈山員塚    ギ露指夢

斃山員塚    ギ場摘」

嗜山員塚    ギ認摘オ

に山員筆    ギ爵摘ま O O O O

鷹山員塚    ギ働指ま

贈山員塚    ギ場摘リ O O O O

曜山員暉    ギ場摘ま O O O O

嗜山員塚    ギ島摘ま

嗜山員塚    デ働指P

嗜山員塚    ギ録指中

嗜山員塚
型録発山
('50)52

fd,Fr. t*it$
r,r,rn t*itl
1山員暉

型録梶山
(.50)55

ruErr t$trH

ilErr t$fil'
1山員塚

型録発山
('50)59

1山員塚
型録蛯山て'50)
番外1

trEa 3ff*ut('50)

1山員写    ギ欝指中

虐山員燿    ギ島荒タ

trrrljt t$fty ::2'オ  
女

1山 員塚 型録発山て'62)1 i争以上   女

e山員塚 型彗掟山

“

62)2 O O O O

嗜山員
=

型録梶山('62)| 請

'以

上   男

嗜山員爆
型録掟山
('62)3C

嗜山員塚    型録姥山('62)4 l:44オ  
男 O000

-287-



人骨ID 貝塚 10 遺跡 名     僣体ヽ ■構/掘込み 層位 時 期 年齢  性

"1

遺存部位 lt存状況 文 献

頭 上肢 体幹 下鵬

饉山員軍 型毎発山 (・ 62)5 需;,1.   女 0000

に山員暉 型饉堵山C62)0

饉山員環    型録発山('62)7 l[“ ォ 男 0000

e山 員塚    型録発山('62)3 i:34オ    男 0000

嗜山員躍    ギ漫指中

鷹山員塚    型録蛯山('62)9 114'オ    男 O O O O

磨山員塚    ギ滉書P ::9ォ    男

嗜山員塚     ギ湯結十 1,1居 躊   
住居跡ネ面付近

L13。ォ   男 0000

贈山員塚     デ漫管タ 1:i居 諄   住居諄床面付近 1:,ォ    男 0000

曜山員軍     ギ漫指ま |'ittJ  住居跡床面(1近 ‖[14オ    男 0000

嗜山員暉     ギ漫指翠 Iサ量居勝  住居籍

贈山員写     ギ漫書ま i[34オ  男 O O O O

嗜山員塚     デ漫樽ま i["ォ  舅 O O O O

に山員塚     ギ陽書リ iI“ォ 男 O O O O

嗜山員塚     ギ湯書ま i[24オ  男 O O O O

嗜山員塚     ギ湯書ま i131オ  女

に山員尊    デ湯響 i;以上    
″ O O O O

嗜山員塚
型録発山
('62)21 l[2,オ  男 O O O O

に山員躍    ギ陽拶 I'1居諄  住居諄

e山員塚    ギ滉能ま ;'i居摯  住8跡 0000

●山員塚     ギ陽拷翠 ;'1居跡  住晨諄 O O O O

1山員塚    ギ陽修ま i:以上    
女 O O O O

1山員塚    ギ湯修ま O O O O

e山員塚    ギ滉修ナ

鷹山員塚
型爆発山
('62)20 ::40才  

女 0000

に山員
=     ギ湯修ま :[l。ォ  女

磨山員塚
型鶴緒山
('62)∞

O O O O

曜山貝軍     ギ湯指中 X?f** EE]*nrntr
1:34オ    男 O O O O

曜山員暉     ギ漫指タ O O O O

曜山員環     ギ湯指ま O O O O

曜山員塚     ギ漫指オ O O O O

嗜山員環     ギ滉指ま 1[34オ   男 O O O O

嗜山員塚
枷
海

録

曖

型
Ｃ 1124オ     女

嗜山員軍     ギ漫指タ

應山員環     ギ湯指「 :129オ  女

饉山員軍     デ滉指ま :14'オ  女 O O O O

e山員環    デ湯摘「
饉山員燿    ギ漫指中 1?f"* EErftnr.,;&

型毎姥山 ネ写以上   女

虐山員暉     ギ湯拙

e山員塚
型録斃山
('62)105
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人骨:D 貝塚 ID 遺跡名     個体ヽ ■構/掘込み 層世 時期 年齢  性別 遺存部位 遺存状況

頭 上腋 体幹 下躍

占作員燿    19号 O X X X

古作員塚 20号 0 × X X

彗作員暉 21号 -(: l5E 1.rt(l0r:lgr.l ) O X× X

彗作員
=    22号

O X X×

=作
員
=    23号

O X X×

ξ作員
=    24号

占作員
=    26号

O X X X

占作員
=    27号

O X X×

占作員塚    28号 O X × X

古作員暉 29号 O X X X

古作員塚

古作員環

与作員
=    

型録吉作 ('26) O O O O
10192701

与体員塚 型録01

与作員塚    型m02

=作
員暉    型m03 O

=作
員暉    1号

書作員塚 1・ 号

与作員塚    2号 △ O X 0

ど作員燿    3号

占作貝塚 4号

占作員塚 鍔

占作員塚    6号

占作員塚 7号

占作員塚    8号 C)axa

占作員撃 唱

占作員塚 10号 彙口 称名寺 O O O O

占作員
=    11号 :[薔半  

女

占作員塚 12号

占作員塚 13号
I140オ  男

占作員■    14号

占作員燿
"①

号

占作員コ    15②号

占作員塚    150号

占作員燿    16号

●作員暉    番外
虫で出上したへ■片多数

廊員塚■込員塚  型録前貝燿 O O O O

摩■口青螢員軍

“

崚木戸員塚  1号

B根 ホ戸員
=  2号

“

凛木戸員
=  3号
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人骨lD 員塚 lD 遺跡名     個体No 遺構/掘込み 層位 時期 葬 位 年齢  性別 遺存部位

頭 L肢 体幹 下用

遺存状i兒 備
=

文 献

“

根木戸員燿   4号

略檀木戸員軍   5号 O O O△

略根木戸員塚   6号 9)号 上抗   上琥 薇土

略根ホ戸員塚   7号

略祖ホ戸員燿   8号 O O O O

彗ホ台員燎    1号 △ 0△ 〇
10197401

雪本台員
=   2号

蟹本台貝燿 3号 25C区    住居膵贅土

諄本台員燿 4号
午首IL籠   

住居躊床面 O O△ O

野本台員暉    5号 H}- EEr!*r aaaO

雪ホ台員塚   6号

貯本台員燿 7号

雪ネ台員軍    8号

貯ホ台員環    鳴

蟹本台員
=   10号

雪本台員塚    21号

貯本台員塚    21'号

雪本台員塚   21¨号

F本台員塚    22号
:な 南L贔 [住

土え確認面 ヽ■土

雪本台員
=   23号 ξき‰1[住

土塊饉2面 ■ヽ土

瞥ホ台員
=   24号 募 彎Li3住

土先確認面ヽ■■

Fホ台員聟 25号
:き南L畿 :住

上塊礫認面ヽ■■

雪本台員躍    10048

雪ホ台員黛    101号 号■■   ":●
X X △ O

雪ホ台員聟    1● 2号 O△ △ 〇

雪本台員暉    103号 嘔
麟

O O△ O

F本音員軍 104号 躯
麟

O O△ O

貯本台員燿 105号 嘔
靖

O X △ 〇

『
ホ台員4   106号 駆

蜻
O△ O O

雪本音員燎    '0暗 嘔
菫

X X △ O

雪本台員
=   10鳴

嘔
蜻

O△ △ O

『ホ台員塚   110号 駆
轟

O O△ O

彗本台員環    111号 2,■嶼   第V●
Oa^O

雪ホ台員軍 112号
2号■■    年V●

Eネ台員撃 114号 O △ X X

日本台員軍    115号 O X × △

野津台員塚 13198301

眸澤台員塚
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人骨lD 員塚 ID tB名      個体No 遺構/調込み 層位 時 期 年齢  性別 遺存部位

頭 L肢 体幹 下

"

遺存状況

口曽利■員環   3号 ,'r-'lr r.. if E].f,ril*,r 0000

口

'利
南員塚   4号 ■□■ス驚菫ζi層

第3員 = 0 △ x ×

m●利南員塚  5号 V2区 51咄r il:滉 土貝月中
0000

国曽利南貝塚   6号 V2E"α tt li:直 員
・

輌
0000

口●利南員塚  7号 O O△ o

b●利南員塚  吟 2区 5,(“ =1::混
員土層中

口

'利
市員塚   9号 Ⅵ2区 6● 2“r輩 :評鳥

"坤
00X△

い●利南員塚  10号 印η
““

ri:i澤吉晨]1 O O O o

口

'利
南貝塚  "号 嘲●6“ r里[i銀

上ⅢI

口曽利南員■   12号

口●利南員塚  13号
:I:雅

“

Gr 掲色土層中 喜鮨 ? O O O O

口
'利

南員塚  14号 ---o
口曽利南員環   15号

口●利南員塚  16号

国曹利南員環   17号
「

3区

“
う
“
r ili・■:ゅ O O O O

口●利冑員写  18号 に3区い
“
rl:[き

:1墓凛 O O△ 0

口,利南員塚  "号 3区

“
」
““』漫

は層中
△ 000

口●利南員
=  20号

口曽利南員暉   21号 Ⅲ2区お3“r it曇層中

口

'利

冑員塚   22号 品f勇 23Cr   leti層
中

日曽利南員
=  23号

口曽利南員塚   24号

"●

利南員塚  25号

"●
利南員塚  26号

コ曽利薔員
=  27号

口●利南員4  23号

口●利南員塚  29号

口
'利

薔員爆  30号

口●利冑員塚  31号 ■□■6“r暑餞層帽トホ

口,利市員暉 12■墳J ll躙:臓島)

1972年月奎 ,D― M16住居跡床面を切る

口

'H凛
員塚■■ 1型録加

"利
薔l 0 101101101 ,“ 1年■■‐東大‐壺嵐11iO":

■
'あ

■■2狩 |のⅢす●が||

|●利南■彙■|:型録||●千1●2‐ △ X IX ,XI

出|●莉市東41■ |:型●力|●刊籠す 1010● :0■ 10
L記 01■鬱ウ号め

'ヽ

すれが,

口●利常員編1■ 1醸録摯

"利
市, 0 0■ 0■01

964●●査 東夫壺録111062

E記 01■2,φ■す,I●・■

肛曹科南■燎■11‐型録加腱看購 ● .O O' 'o,, O
934年 1由な■東大J毎 1,1“ |

ぼ●利繊費彙■1■墾鎌加●奉嗜7a: o o:.o..o
ビ記の1 21=の いす |ヽ か |

|1莉嗜●

“

|||‐型録加麟千1■7b 0■ O10■ :0
。

“
,●■|■大理二lo,"5

ビ記●■■2鳴 |●■す|:●

=|

口●割南■彙 :■ 型録||● 利市9‐ 101■ 0●01■0
964■月■ 東大壺■1'101● |
け,● 1■22■●,ザオI●・■

"―

●莉青員
=111■

型儀加

"制
市i0 :OiO■ 0● 0 針

||・l・|■■罵,ヤ
'彎

| iO I'X■ IX IX
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人骨lD 貝塚 lD 遺跡名     個体ヽ 遺情/掘込み 層位 時 lul 年齢  性別 遺存

“

位

頭 上腋 体幹 下帰

ご存状訳 文 献

加●利南員環  型録加曽利南i3

口曽利■員軍   型録加曽千J南16 0000
上記の 1-22'の いず11か

口,■■員塚   型録力|●利南1フ 0000 "“
年■■ 東大型摯131071

"●
利●員環  型嬌加●千J南 11 0000

い●利南員聟  型録
"●

利南1, 0000

口曽刊南員塚また 型録加曽刊
ま加●利JL員塚  ('07)

O O O O

口,利北員塚   ギ嘱把:利
0000

lriHLilr ti[:' 0000

口●利北員塚 ぉ掛け  ]層
F部 籠 i嘔上

口曽利北員塚   1号 O O O O l

口,利t員塚  2号 O O△ 0

"曽
刊北員塚   3号 △ 000

口●利北員塚  4号 O O O O

い曽利北員嫁   5号

II● 利北員コ  1号 0△ △ O

m●利北員4  2号

b●利北員塚  3号 ---o

い●利北員
=  4号

加●利北員4  5号 ---o

加曽利JL貝 塚   6号 O000

●曽利北員塚  7号 0000

加●利北員塚  鰐 0000

加曽利北員暉   9号 O O O O

加●利北員軍  10号

加曽利lL員暉   11号 ]:'7● 員=輌 “
?

口曹利北貝軍   12号 ]:勇 3“ 屁・員●中

口曽利北員軍   13号

"曹
利北員

=|1 
型緯力0"利 北1 0000

口曽利北員軍  型録」口

"利
北1' 0000

m●■北員
=  

型録加
"刊

北2 O O O O 1965年 12月 コ奎 :r612■
"ヽ

121の■ずれか

口●利北口壇   型籠加曽中晴ヒ3 0000

出●利北貴
=  

型饉加●中‖ヒ4 O O O O

品Ⅲll■‐1筆加
1希

H七 1 0000
165年 12月 日■  l C6‐ 120ml‐ o2101'ザ れか

に大」

“
'3““

     |    |

口
'利
キ■111響fTザ

脚 OOOO
965年 12月 瀾壺 :“ 32つ

"‐
021つ いずtl'

贈祠ⅢⅢ 罵毎督:千
呼

|
OOOO

口

'■

北員
=  1号

第 4コ奎区  第4■ (混貝旧色■
OOOO 3197101

"●
利北員4  2号 O△ X△

口●利北員燿   3号 O O O△

腋立 1号
:::住層nt t居

諄 口土 O O O△

摩ユ 2f争
:::住 居●  lL居

諄  
・・

O O― O
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人骨:D 貝塚 lD 遺跡名     憫体NQ 遺構/掘込み 層位 時期 年齢  性別 遺存部l■ ■r■状況 備 考

頭 L肢 体幹 下用

臓ユ t11の黙 朗ド嬌麟価

|ユ

ロユ 951年 月壺 東大型二:31701 L記 02,か

臓ユ O X X X
13196601

13197403

口立

臓立 ←1号
湯 [居跡   

住居跡 床面 O O△ 〇

魔立      Кフ号
:場[居薔   

住居膵 床面 O O△ 〇

廣ユ      К

“

号
l場[居諄   

住居躊 床面 O O△ 0

朦ユ

臓立 鴻馳 情小整大輌 O O O O

朦立 i::こ穴遺構
冽`壺穴 底面

:ら 坊員環 0000 3197403

L重屋員塚

189ull

け田高田員軍

p日 高口員塚  1号

E日 高口員環  2号 O △ X △

r日高口員4  3号 O X X △

E日高口員燿

嗜地台員
=

籠地台員塚    第2地点 124点    曾:ri颯
の市科ロ

晨●部員燿
13197103

ＩＣ ■●部員塚 O O O O

■●部員塚 O000

晨●椰員塚 O000

長●部員
=

△ O△ O

■●部員
=

△ O O O

饉名員燿 O O O O 13197403

13197601

自′ホ員聟 13195301

矢作員塚 13193801

に作員輩

モ作員燿

に作員
=

1号

型録矢作1
に作員塚 ■点    1二 i]ξ湧ふ上 O O O O

疇歯アリ 推定

'■

147_ 東大型饉131791

3193801

酢購  島矢作2
■点    1二 i]ξ :L)上 「 19ォ 女△ O O O

3193801

3197403

民作員
=

3号

型饉矢作3
■点    liiζξ:L)上 O O O O

13197601

に作員
=

4号

型録矢作4
■点    1量 11lξ湧:)上 :全

“
ォ 男 O O O O

計・ r  島矢作5 ・点    1二 i]ξ湧1). :さ34オ    女 OOOO

に作員
=

6号
型毎矢作6

鎌  1二 i:ξttL)上 ? :全

“
ォ 女 O O O O

に作員燿
7号

型●矢作7 ::"才  
男 O O O O
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人骨ID 貝塚lD 遺跡名     僣体No 遺情/掘込み 層位 時期 年齢  性別 遺存部位 遣存状出

頭 LIt体 幹 下麟

民作員軍 ⑦

作ヽ貝塚    く0

に作員軍

矢作員塚    ⑩

矢作員輝    O

作ヽ員塚    ⑫

た作員塚 ⑬

に作員
=

⑬

矢作員塚 ⑮

矢作員環    ⑮

有古北貝塚 3198606

「
吉北員燿   SO“●

有吉北員塚

籠古北員4   "● 97‐ 3

饉古北員塚    籠H75 ι′5 1景
,可魔塁::

籠吉北員躍   ヽ●u [T,flut* .t,o'''o" 
'u,

△ O O△

日吉北員軍    SK― 181A

け古北員塚   区4195 O O△ △

け宙北員塚   SK 1224 ― △ 00

町古北員環 O-aa

け古北員塚

け古北員塚

町吉北員軍   
“

曖91“

青吉北貝塚 O O O△

青古北員奪 △ △ △ 0

籠古北員塚   SK 793

籠古北員軍    ‖Ю

「
吉北員撃 ‖

“
Э

有吉北員塚    l142/1506

籠吉北員塚    140/172

有古北員塚    !120/140

「
古JL員軍   149/559

籠古JL員
=   

“

-10/25

「
古1し員燿   ‖́ 1/120

諄古北員塚    ‖4/619

籠古北員
=

籠吉北員燿

籠古北員軍

"古

冑貴=
O△ △ X 報告

籠吉南員暉 O△ △ X
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人骨ID 貝塚 ID 燎跡名 個体No 遺構/掘込み 層位 時 期 年齢  性別 遺存椰位 遺存状況 働
=

FjI 上腋 体幹 下麟

●吉南員辱
未報告

障古南員塚
未tt

●F作 1号 ::量
凛 鳳●下

住居薔床面 △ △ △ O 13197902

ホ戸作     2号

ホ戸作 第2貝馴

木戸作     第2貝騨

卜戸作     ●2貝 IPC

卜F作 第2貝痢

卜戸作 第2員肇

"F作

第2員研

卜戸作 ●3貝 laA

●F作 第3貝 18B

木戸作 第3員爆C

ホ戸作 第3貝詢

ネF作 B4貝 馴

木戸作 第4貝騨

ホ戸体 第5員馴

ネ戸作 第5貝黎

ホF作 第5貝取

ネ戸作 第5貝 leC

木戸作 第5貝laC

卜戸作 第5員lFC

卜F作 第5員ゆ

卜戸作 第5員爆E

卜戸作 第5員laF

卜戸作 窮5員lFC
075ヽ 76年 月■ lt'中 に置入

卜F作 第5員馴

卜F作 第5貝爆 |

卜戸作 ●5貝爆|

ホF作 第5員颯 1 1075ヽ 76年 口奎 嗅■中にこ入 左尺■逮位燿

木戸作 第5貝塚 1

ホ戸作 ●5貝颯1 "5ヽ
76年 月を 鵬●中に混入

木F作 ●5貝爆1

ホ戸作 第5員lBI ,75ヽ 76年 口i 獣,中にこ入 左尺骨片?

ホF作 ●5貝卿

ホF作 第5員卿

ホF, 第5員lRK

ホF作 第5貝ユ

ホ戸作     87貝 爆

●戸作 第7員爆

ホ戸作 第7貝塚
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人骨 ID 貝塚 :D ■路名     口体ヽ 遺構/掘込み 層位 時期 年齢  性別 遺rF部位 遺存状況 備
=

文献

頭 上肢 体幹 下臓

戸ヽ作 第7貝塚 17貝,  794区

卜戸作 第7貝塚

卜F作 第狽 颯

卜戸作 第7貝諄

卜戸作     第7貝 18

ネ戸作     第7員写

ネ戸作     第フ員爆

●全沢員塚 1号 :tTTf,h ETRIT
rr(lfla x[1:tol

1ヽ全沢員4 2号

1ヽ全沢員軍 3号 O^a(-)

:ヽ 金沢員
=

4号 4号 L居諄 躙 月・
tt

△ △ △ 0

へ轟員燿 え 籠ヽ期
3197403

へ通員撃
４０

∞

へ通員
=

通ヽ員塚

1刈 員躍

“

A :鵬 床疏 J・
14198602

口刈員颯

口刈員燿    190A

口刈員撃     195

に刈員露 O O O O

口

"員
軍 O△ △ △

ユ刈員
=    202-C

“

刈員塚 X X X 0

車刈員軍

車刈員塚    202F

車刈員塚 203A     :El.の こ土員● O X △ 0

車刈員塚    207B O O O O

●刈貴重 "C  t量署.El・
°の O X △ X

申刈員
= “  彙:[上報 △ O△ O

車刈員暉 :12      豊言1.E毒
上●の

△ △ △ O

車刈員
=

車刈員環

“  豊星雷.当 X △ X 0

摯刈員■    2204 △ O X 0

車刈員
=    228B

●刈員
=    2204

O^aO 980ヽ 81年 月■ ■定■■149"‐ (by大 腱■)

章刈員■    220‐D 0000 :980ヽ 81年 ■● T腋の上に澤鉾がの3

T,●第 3大口歯、左第2大口由にカリエス

●刈員
=    22●

E

申
"員

塚    2204

章刈員■    2294

車刈員環    ″
"●

△ O△ △

車刈員環     4“ m  盲:雫■●中 O O△ O
佳定身長l“ 2c● (by大口■ )
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人骨ID 員塚 :D 遺諄名 個体M 遠構/掘込み 層位 時 期 葬位 年齢  性別 遣存部位 遺存状況 備

`頭 L腹 体幹 下鵬

車刈員塚    487A

車刈員塚     194 O X△ X

車刈員塚 “ [量営●の
"中

0△ △ X

●刈員軍     
“

座

“

O O O O

口刈員燎    ∞9B

「
刈員塚    511 O O O O

1刈 員塚 O O O O

嘔刈員軍 O △ X △

申刈貝塚

“  1量藻面饉 O O O O

鷹刈員暉  ̈ :蜃鵞面雄 O O O X

じ刈員塚
螂 )ヽ 81年 目奎 通存部には少ない

嘔対員塚

申

"員
塚 △ △ X0

申刈員暉

車刈員燿    552

申刈員燿 △ △ △ O

車刈員,    76● X O△ △

車刈員燿

申刈員軍     
“

3 未報告

車刈員撃 △ △ △ O

摯刈員塚 O O△ O

摯刈員環     609 O O O X

摯刈員軍 :号 O O O O

車刈員
=    2号

32E穴睛諄
:』

'11'上

方

嘔刈員燿 6号 △ 〇 △ O

摯刈員燎

手永員暉 O O O O

彙●■燿 報告

彙信■■

■小員環    1号

上小員暉 2号 ・
'・・  1'11編 OOOO

L小員軍 1"3 94年 月奎 指il

L小員燿

L小貴燿

L小 員軍

L小 員露

L小 員
=

L小 員離

L小 員軍
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ff;ln "r. 
*"t*"

■点4“r:::踊
]1馴

~

鵬4“r麟
::踊 ]1刷

～

贈4“ ,1::階
]圭 ]｀

B迪点4“,1::階
]1=｀

B■点4“,1::階
]1=｀
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人骨 lD 員塚 lD 遺路名     個体い 遺情/掘込み 層位 時期 ■位 年齢  性別 遺存部位 ■存状況 ■
=

文献

頸 上肢 体幹 下ll

騒日凛貴塚
・

“

区
 11115い

層■朦員塚 ′
“
区 1‖:15m

E口環員繹 レ
“̀ i需:15」い

臓■諄員暉 レ
・

区
 1111,m

鷹口環員塚 ---a

機口鳳員撃    902 O O△ 〇

に日暉員塚

転口凛員軍 X O△ △

薇口凛員
=   SO06

に日環員環

■口環員暉 O△ X△

氏口環員塚

彙■凛員暉

饉口凛員
=

[口凛員
=

颯■凛員軍

嘔口凛員撃

■日原員燿

颯日環員撃

嘔口凛員爆
"「

出
` 11:16い

囁■凛員軍
"卜

駆  1111:的

嘔口凛員軍 HE-&B tfltt
{lto! ry,. G5)

〔口凛員
= "←

駆 1113:慟

●口凛員暉
"い

臨
11:I:。

■広員軍 △ 0 × O

目広員燿

目広員軍 △ △ O O

1広員塚 0000

●広員塚

目広員
=

日広員環    饉フ O△ O O

固広員塚

西広員塚     園 O△ O O
ヒ 左右変形tF 摯口節菫アリ

□広員燿 'J;lo* 3+GEl!i+ O△ O O

日広員燿

目広員軍 △ △ X 0

西広員軍 X△ △ O

日広員軍

日広員繹

目広員
=

■広員
=
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7ヽ4年 目奎 骨多
=LE 

奮形性,権症 左奎

7ヽ4年 月奎 ,,■= 歯用
=ア

リ
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9A 上肢 体幹下肢

未報告 15●以上出土出上の記彙があるため,
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::『
第ルチ蜘m.組 m

3月 ■奎 麟菫骨と2体分の骨格滉在

3月 口を 上腋骨と4件分の■格屁在
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94()年 口奎 大晏

'片
 E骨 片 指骨片

含ま●●■ヽる可et大だが■●不

“

1■■ itlll:置
=含

まれている|■ ■tttr_4″le含ネ籠

ル
|ク ■貝●2■,■

|力■付近から11点■
するが丼,不功 ●螢(:411:0と 同二が|
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（∝一卜）

」∝ヽ

３

０∝Ｃ

，
∝め

（０一一）（Ｎ【０）

トトで

（̈Ｎ∞）

一ト̈

（゙や０）

（ＯＮ【）

（０¨卜）

（０め¨）

（Ｏヽ∞）

（Ｃｔ一）

聡
中８【

い眠硼Ｋ”

やヽ０‐卜Ｎ‐一０】

昧
中き【

Щ仙終仰

眠
”８【

Щ硼終ロ

欧
中８【

蜂肛颯苺価

【ＮＯ‐卜ヽＩＮＯ【

せ奏
欧

中ヽ

野眠迎Ｋ仰

一【０１卜Ｎ‐ＮＯ【

―姜

駅
中民

野Щ輌く仰

【̈ＯＩ卜゙，ＮＯ】

欧
中ヾ

懸ЦＯ終

鴎

中∝せ８

囁肛雄桓

め
，

Ｃｔ一０‐ＮＯ】

鴎

中Ｎ叶認

縣Щせ桓

”ヽＣ‐Ｃ̈‐ＮＯ【

駅
”∞

ＲＫ算担

∞０一‐【一‐一０【

黙
ЮＫ傘

野ЦＣＮ聴

¨【０１００‐【０【

嶺
∞くよ

野瞑仁Ｎ熙

０８‐８■９】

枢
ＮＫ輩

縣αＣＮ響

∞８１８１８】

ヽ
【Ｋ傘

縣眠ＣＮ寒

卜８‐００１８】

駅
卜そ無

縣ЩＣＮ緊

い００‐００‐０̈】

欧
∞Ｋ筆

いЩ超Ｎ熙

§１〇一‐ｏ̈】

響＜嘱

哨ヾ腰さＫ

哨競画中誦巡

哨撻中腰

駆憲ドヽお拿

哨〓ド〓々Ｆヘ

暉ユ■ヽＦ拿

哨ヽ一せ〓々Ｆヽ

輩斗
戻翠

中申世暉

濃増

夕至むく ∞ＮＯ‐卜Ｎ‐ＮＯ】ヽヽＩＮ９¨

８
（ＯＣＯ）

（¨ＯＣ）

〈わＮ一）

彗
ヽ

颯く仰

８９ヽ出ｏ】【ＣＣ‐ヽＮ‐Ｎυ】

（Ｃ）^０）

ＯＮ【

０一）

駅　　　̈　枢

中い　　̈ＯＫ傘

ＬＫ算担　野̈瞑КＮ暉

めＯＣＩ【一‐Ｎり【Ｎ̈【Ｏ‐００‐９̈【

略息腰巡■円　　∝Ｎ

哨息晋握書ロ　　トＮ

哨息腰根■円　　ＯＮ

囮“К書円　（こく

哨息髯ネ岳Ｈ　　Ｒ

哨息郷堅隔　３￥Ｎ

田劇郷　（こヽ

（経Ｋ鋼鷺郭中躇￥
，

〓

哨息軽　　専Ｎ

哨息鋒　　マヽ

（轟Ｋ掟田辟くとＮ¨〓

国詳Ｋ相腰州ＦＫｋ　　”Ｎ

“Ｎ¨゛Ｎ

恒ゝミ　　．ミ

（轟鳴担隣赳劇馨）∞〓Ｎ

（掻Ｋ忙隣回悧哨）】〓Ｎ

（轟腱担■ミヽ隣習）∞¨Ｒ

（輝Ｋ担■ミヽ障略）【¨Ｒ

恒貰回淵　　】Ｎ

担■ミヽ・障　　ｃＮ

櫨卓隔韓　貧あ【

（拒中腰畑）掟０　　”

翁〓増聖相暦）“員〓“二）

（轟鳴掟雪欄円）∝¨〓

（覇Ｋ恒曜相踊）【¨〓

掟■ミヽヽＦ♪く　　卜【

（経Ｋヾ腰さＫ）卜¨〓

思ポ謳巡Ｋ　　Ｏ【

馨論画中隔Ｓ　　Ｅ

（薇Ｋ響贅中隔冨〓ギ【

馨暫中既寝　　専【

馨中腰‘畷　　〓

思攣ポ　　曽

（掻時掟響菫騒ぎて〓‘

（ぶ鳴暦さ唇懸爆）∝一２

習優巡Ｋ畷　　２

馨町恒　　〓

馨ミーＲκ　　“２

（輝Ｋ晋隅躊根尊）∝一ｃ

（轟Ｋ懸握輝と
，

０

馨腰根Ｋ塔　　８

馨腰寝‘畷　　　一

（轟Ｋ馨哨相隔）【一∝

（０め∝）

（∞Ｃ卜）

”３
（ＯＣ

，
）

（【ＣＯ）

（８ｅ

（∞ＮＯ）

（卜０∞）

寺∞０

（め０卜）

め卜一

卜〓
わ〓

欧
゛業傘

軽Ц超Ｎ熙

０【０‐ＯＯ‐０̈】
き¨

（りめ
，

）

（¨∞め）

めＣ“
”【め

０いＮ

崎【め

（め¨̈）

（Ｎ】【）

曽
（崎０ヽ）

（６̈）

（め∞卜）

（００）

~~3838

==g語
。
1  3(38で

?=?

憔埋翼儒¨柵謳　憔ご翡
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（０【¨）

卜【【



せ
鴎

中８【

Щ輌Ｋ仰

欧
ф８【

墨Щ輌終仰

”ＮＣＩ卜ヽ‐ヽ９】

く経
駅

中と【

野Щ佃Ｋ仰

球
中き【

縣肛硼特仰

ω̈Ｏ‐卜ヽ‐一０】

昧
中ヽ

蜂ЦＯＫ仰

〓ｃ‐卜Ｎ‐Ｎｏ】

球
中民

墨Щ佃苺仰

¨̈（），」ヽ‐一０【

鴎
¨マ

野Щ輌苺仰

８９ヽより】

ヽ
中【

眠颯Ｋ”

８̈卜ＮＳ】

廿
昧

中∞せ３

野肛せ担

０やＣ‐̈０１Ｎυ】

＃Ｎ′ヾ

鴎
中い

ＲＫ堅捉

Ю８１一■Ｓ】

枢
０そ傘

野Ц超Ｎ暉

ヽ一Ｃ‐００‐一０【

駅
いそ輩

野肛ＣＮ螺

〓９８‐８【

廿環
昧

一Ｋ編

枢
∞Ｋ輩

野肛ＣＮ寒

↓築
ヽ

ＮＫ輩

野肛超Ｎ駅

∞８‐８■ｏ】

ヽ
】Ｋ奮

野肛ＣＮ駅

卜８‐８■ｏ】

せ
鴎

卜Ｋ傘
ＣＮ螺

め８００こ】

#
駅

∞Ｋ鍮

野肛超Ｎ螺

■８‐００‐８】

雀斗
展却

中朧せ駆

養燿

受２●く

一ＮＣ‐ヽＮＮυ】卜ＮＮＯ【

（め
，

崎）

（０ヽ）

一めめ

＃栞　¨　＃最

駅　　　̈　駅

中Ｎせ誌¨　中∞

野瞑母桓　¨ＬＫ算担

卜い０１０̈１Ｎ９】∞̈ＣＣ‐Ｎ̈‐Ｎり】

きモ上λ椰Ｋ騒川と
，

¨で

きも上ス轟Ｋ騒し
，

¨ヽ

目ｆτＸ姦腱騒州Ｘ守¨撃

壽ｆおＸ轟鳴騒Ｘ
，

¨ヽ

（椰Ｋ騒ＸＩＯマ

担騒川　　∝゛

担騒　　卜で

響騒■　　０゛

馨‘畷ｒ畷　３Ｘ守

響郷章騒　貧Ｍや

馨ｒ¨騒　　ξ

（轟艇畷球￥で員こ専

馨騒４　（こ専

馨健饉巨　　一一

響蝠恒堅超　含あで

（轟Ｋ恒騒巨懸粽あで一〇

響騒＝　　零

哨騒卜　　翠

哨騒口　　尋

（轟艇緊）０一３

（輝Ｋ騒腰理）【¨？

哨騒　　０一

嘲癒中題認　　∝∞

ミ画車懸　（Ｓヽ

駅撻欄ゝ具　　ヽ

駅在騒ギ胚経Ｋ　　あ

収超園躍巡　（じ８

収ミユヽ〓Ｆギ　貧冨∝

ミ■単ｒない（ｃ錦

駅拿喪ヽキ象ド　　””

駅日壇暦握　３×∞

駅蒸騒腰握（コて“

覆蒸距躍粽　（こあ

（轟皓菫川隔さ≦ネＸこＲ一含〓∞

（轟Ｋ目さ≦КあＮ〓∝

（轟Ｋ唇橿≦ＸＴＮ一８

（轟鳴腰掟ボКとＮ¨Ｒ

哨ぶ懲卜腰巡　Ｓ〓∝

哨凝菫Ｈ懸巡　含〓∝

囃ぶ藤巡　　〓

暉ぶ唇握　　８

哨韻腰寝　　Ｒ

（掻嶋哨息麒懸巡Ｘこ田¨食ヽＮ

（轟Ｋ哨息懸さあＮ共じ鍵

（覇Ｋ哨息も≪懸巡ＸＮ¨鍵

（姦Ｋ哨息郵ネ嘔懸Ｍω¨ミ

（轟Ｋ哨急郭ネ腰寝Ｘ∞一Ｒ

（縣Ｋ晋膵隅さ≦ネγＮ¨終

（轟Ｋ目さ謳寝≦ＫとＮ¨鍵

（轟鳴唇際腰握“ネとＮ¨ミ

駆急饉卜腰部　（ＳＲ

哨急壇調用さ　（こ銘

お
あ

０【一
めＣ¨

（０やめ）

マや０）
Ｏめ）

（【ヽ∞）

（卜ヽ“）

（０∞̈）

（゙ＮＯ）

め〓

（０め）

〓

（卜００）

（∞０一【）

（００゛）

（』∞∞）

（０め卜）

（ヽ０）

（め¨【）

（ＮＯ】）

（ＮＯ）

（∽Ｎ【）

（い一【）

（さこ

（一一０）

（Ｎ¨¨）

、^）卜０

３
【¨０

∞∞
“

∽∞

【Ｎ０

（∞トマ）

（一Ｎ∞）

（００卜）

３
ＯＣ¨

，
Ｎ【

（゙０¨）

（∞い０一）

（００¨）

B8882,3導

せ

痙Ｎ寒
【０【ＯＣ【０】

めヽ０

卜Ｏ【

888曽
あ
388~~

Ｒ
鸞

（ＯＮ）
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【０∽
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３



ＯＣ¨

Ｃ〓

せヽ
欧

中８】

蟻眠輌撼仰

，
０゙‐卜Ｎ‐ＮＯ】

計姜
獣

¨８一

い肛佃持佃

∞ＮＣ‐卜ヽ‐ＮＯ【

く侵
欧

中こ【

いЩ佃苺仰

一゙Ｃ‐卜一‐゙υ】

Ｏ̈¨
（卜め¨）

＝蝉
昧

中８一

暉瞑噸特”

一゙０‐卜ヽ‐一０】

＃契
味

中ミ

蜂眠佃終仰

や●̈―トベ‐ＮＯ【

＃ヾ′却

昧
中腐

いЩ佃終

＃雑
枢

中】

懸広硼持仰

【８，卜ω，Ｓ【

欧
中め

Ｌそ騨担

ＯＣＣ‘一ＮＩヽ９一

Ⅸ
０そ傘

懸ЩＣＮ熙

Ｎ一Ｃ‐０一―【０】

欧
いＫ傘

囁眠超Ｎ熙

¨一̈１０Ｃｔ一０【

＃壕
欧

寸Ｋ傘

いＬ痙Ｎ寒

０【０‐一０１【０¨

枢
∞そよ

い眠ＣＮ熙

８一‐８‐８【

枢
ＮＫ無

縣ЩＣＮ寒

∞００‐００‐【９】

枢
【そ傘

暉ЩＥＮ寒

８０８‐３】

#
駅

卜Ｋ傘

縣眠ＣＮ熙

め８，８■ｏ【

駅
∞Ｋ傘

野瞑ＣＮ寒

冨）‐８‐８】

輩■
譲却

¨朧量理

養錮

Ｊ∩中く

（００崎）

（Ｏ∞ヽ）

（Ｎめ）

００わ

（トト∞）
せ築

鴎
中ヾ

暉Щ硼Ｋ仰

８７ミより】

８¨

６一【
せ壕

黙

中∞辟８

懸Ｌせ拒

∞や０‐̈ＯＮ９【

（【“０）

（０∽卜）

（００Ｎ）

あ
〓

３
８

〓
（め〓）̈

一∞や

（め０∞）

（００∞）

（一卜０）

味　　　̈　欧

中Ｎ■３¨　中∞

蜂眠曇桓　”Ｌ半暉柾

¨【ＣＩ卜Ｎ，ＮＯ一０̈‐ＮＯ二∞ｏｏ‐【ＮＮＯ】

（０め∞）

（∞０∞）

（００ヽ）

０３
∞Ｃ¨

Ｃめ）

（姦騰緊卜顎洒■８

（ぶ皓馨緊卜ＸＯ¨８

響駅緊卜　　Φ０

馨製懲燿緊卜　含Ｘ０

響製懲撮題器卜　　８

恒棚口握　　ｅｃ

掟欄口　　で０

り相口寝　（Ｓお

馨Ｋ唱相口　　綱０

（掻Ｋ欄口て０¨３

響欄口　　８

哨欄口握　（ＣＳ

駆網口　　Ｎｃ

馨型壇握器＝　（●３

（覇Ｋ型姻緊調とり〓０

馨禦壇緊「　　お

駆響壇躍＝　　８

響月中４　（０お

馨К巌中■　（じお

馨そ畷章蠍　　お

嘔中■　　Ｒ

（轟鳴嗽Ｘ６¨罵

（餡コ犀皇）担蠍
担量

思嶽

拠
神諄目□く恒騒　（Ｃ需

要
檸（橿Ｋ拒肇ヽお¨Ｎ

Ｒ
や（轟Ｋ僣騒ＹＧ一圏

興
や（轟Ｋ騒恒騒廻滞ヽ■圏

要
檸（遷Ｋ壊駆堅輝Ｘ■３

Ｒ
神担拒堅　　Ｎｃ

側
や３通一恒堅　　ｃお

興
や０こ響撻堅　　一Ю

（薇Ｋ囮恒騒￥■８

馨肛恒堅根　　ｃ崎

馨肛螢　　♂守

担‘啜累月　３こ守

担緊卜　（Ｃ撃

恒製黙型壇　（〓等

（菫選露〓共ヽマＥ

（薇Ｋ堰謳掴嘲と
，

で

（覇鳴攘腰椰）∞一？

（轟ＫＨ握騒Ｘ■ｏ【

（経腱隅根騒ＸＩ０
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（ＯＮ）

（０一）

（０¨）



¨ヽ一

で０∞

曽

輌苺ｍ

一ＮＯＩ卜゛―ヽじ【

せヾ
駅

中８一

獣
中８¨

野眠輌Ｋ佃

∞ＮＣ‐卜Ｎ‐ＮＯ】

駅
中さ【

野眠佃撼仰

ＮＮ０１ドヽ，一０【
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第65表 上肢骨計測値表

人骨lDNo

遺跡

個体番号

性別

年齢

椀 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
312

4 体横径

4a体中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示致)

5a:4a
5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

I Cl-09-lX17

堀之内貝塚

鈴木 1号

女

I Cl―∞-008

堀之内貝塚

鈴木 2号

女

I Cl―

"―
lXつ

堀之内貝塚

鈴木 3号

女

I Cl-09-010

堀之内lt塚

鈴木 4け

男

l C2-01-037

古作貝塚

85年 2号

男

熟年

I C2-01-lM3

古作貝塚

85年 8号

男

l C2-01-lp16

古作貝塚

85年 H号

女

20ft前 半

I C2-Ol-048

古作員塚

85年 13号

男

I C2-01-050

古作貝塚

85年 15号

女

I C2-21-001

高根木戸

1号

男

成 人 ?

:C2-21-002

高根水戸

2号

女

成人年

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨体断面示数 )

“

体中央横径

6c体 中央矢状径

7a中 央周径

7 体最小周径

7:】

8頭 周

9 頭幅径

10頭 高径

9:10
H滑 車幅

11:4a

13滑 車深

14肘頭嵩幅

15肘頭嵩深

16顆体角

18捻 転角

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 撓側切面前幅

10椀側切面後幅

9 :10

H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面「

13上横径

14上背腹径

13:14(扁 平示数)

骨幹最大径

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰端湾曲高

2a: 1

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨 体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

85
13

65 4   70

19

8

32

12

105

H43
39

21   20

619 63

20 7   21

33   33

97 1   98

18

38 3

21

11  115

68 8   71

14

71 4

714

40

176  18 1

186  19

63 3   66 7

714 69

12     1

15     15

810  81

35

―-322-―

70 0   73

18

19

55     54

17

13

76 5

80 8   76



鵬

跡

緩

別

骨

遺

体

性

人

　

　

個

i C2-21-003

高根木戸

3号

男

I C2-21-lX4

高根木戸

4号

女

I C2-21-005

高根木戸

5号

男

熟～老年

I C2-21αヽ

高根木戸

8号

男

熟年

I C2-27-001

宮本台貝塚

1号

女

熟年

I C2-27-002

宮本台貝塚

2号

女

成 人

I C2-27-a14

宮本台貝塚

4号

男

I C2-27-α )5

宮本台貝塚

5号

男

I C2-27-αb

宮本台員塚

6号

男

I C2-27-010

宮本台員塚

号

男

I C2-27-011

宮本台貝塚

21号

男

■卜、軌仁

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨 体断面示数 )

“

体中央横径

“

体中央矢状径

7a中 央周径

7 体最小周径

7:1
8頭 周

9 頭幅径

10頭 高径

9:10
H滑 車幅

11:4a

13滑 車深

14肘頭嵩幅

15肘頭嵩深

16顆体角

右   左 右   左 右   左 右   左 右   左 右   左 右  左 右   左 右   左 右  左 右   左

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2

4 体横径

4a体中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

騒 体中央矢状径

5:4(骨体断面示数 )

5a:4a

5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

5(6)下端幅

1〔

::

72 2

72

4:

14

643

36

１
　
　
　
　
１
　
　
訛
　
　
　
　
　
　
４

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
816

9 椀側切面前幅

10撓側切面後幅

9:10
H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面示数 )

13上横径

14上背腹径

13:14(扁 平示数 )

骨幹最大径

骨幹最小径

９３

　

　

　

　

８

13

13

llX1 0 ９３

　

　

　

　

田

10

15

66 7

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰端湾曲高

2a: 1

2(1):1

4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨 体断面示数 )

6 体中央周径

6:】
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上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨体断面示数 )

6b体中央横径

6c体中央矢状径

7a中央周径

7 体最小周径

7:1
8 頭周

9 頭幅径

10頭 高径

9 :10

H滑 車幅

ll:4a

13滑 車深

14肘頭嵩幅

15肘頭高深

16顆体角

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2

4 体横径

4a体 中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示数 )

5a.4a
5(1)小頭矢峡径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

人骨lD恥

遺跡

個体番号

性別

下端幅

I C2-27-012

宮本台貝塚

2r号

女

I C2-27-014

宮本台貝塚

22号

男

i C2-27-020

宮本台貝塚

102号

女

熟年

I C2-27-021

宮本台員塚

103号

男

I C2-27-023

宮本台貝塚

105号

女

壮年

I C2-27-024

宮本台貝塚

ll16号

男

熟年

l C2-27-026

宮本台貝塚

109号

男

壮年

l C2-27-027

宮本台貝塚

ll()号

男

l C2-27-028

宮本台貝塚

lH号

女

l C2-27-031

宮本台員塚

114号

女

l C6-32-ⅨM

カロ曽利Jヒ

62年 1号

女

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 枕側切面前幅

10椀側切面後幅

9:10
H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面′

13上横径

14上 背腹径

13:14(扁 平示数 )

骨幹最大径

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰端湾曲高

2a: 1

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨 体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

15

:4

13

13

86 7

45

13

13

10

769

40
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右   井 右   左 右   /r イi  左 右   左 右   左 右   左 右   左 右   方 イi   芹 右   斧

81

イ

17

76 5

14

14

11X10

‐５

‐７

″

２３

∞

″

田

　

　

　

　

７６

１

１

肛

１

２

２

１

１

肛

１

２

・

45 34



人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

年齢

I C6-32-lX)5

加曽利Jヒ

62年 2号

男

壮年

I C6-32-(Ю 6

加曽利Jヒ

62年 3号

男

熟年

l C6-32(X17

加曽利Jヒ

62年 4号

男

老年

I C6-71-043

矢作貝塚

2号

女

I C7-11-lllll

有吉北貝塚

SB-096-A

男

壮年

IC7 1l lXF

有吉北貝塚

SK-001

男

青年

I C7-1:-007

有占北貝塚

SK-081A

女

i C7-11-(Ю 8

有吉北員塚

SK-095

男

成人

I C7-11-m

有吉北貝塚

SK 122F

女

I C7-11-010

有吉北員塚

SK-122H

男

I C7-ll-012

有古北員塚

SK-291A― A

男

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨 体断面示数)

“

体中央横径

縫 体中央矢状径

7a中 央周径

7 体最小周径

7:l
8頭 周

9 頭幅径

10頭 高径

9:10
11滑車幅

11:4a

13滑 車深

14肘頭高幅

15肘頭商深

16顆体角

18捻 転角

右 た 右   左 右   左 イ 左 右   左 有   左 チ : 右 左 右   左 右   /r 右   左

27:

2

6

(290)

27     28

11     13

102・    100・

20     18

15     15

75 0   83 3

18     16

19     18

56     53

50     47

17 8   17 0

38     38

41     40

92 7   95 0

20     19

26

9

104・  103・

23・     20・

28

12

(97・ )

23     23

11      11

99・        96・

25

16     17

68 0

20

23

63     63

20

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2

4 体横径

4a体中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示数)

5a:4a

5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

5(6)下端幅

40

16

(15)

121

(11)|

7501

(713)

(40)

17

17

12  12
12

70 6   66 7

70 6

46

3:

215   21(

2“   191

33     31

153 141
16 2   15 1

14     11

13     11

10    1(

10    1(

71 4   83 (

76 9   90 (

3:

191

3:

1〔

1:

3(

15

14

14

13

10  10
10  10

66 7   71 4

71 4   76 9

20

36

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 椀側切面前幅

10榛側切面後幅

9:10
H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面示数

13上横径

14上 背腹径

13:14(扁 平示数)

骨幹最大径

骨幹最小径

1`

1: “

“

14

16

87 5

(12) (13)

(14)   (13)

(857)(llX1 0)

15     14

13     13

86 7   92 9

14

17

82 4

24     23

23     22

1餌 3 11X5

22:

20を

2:

11:

12 :

95

81

10     1

13     1

76 9   90

1

1

135

1

22

18

１０

　

９０

ll  ll
15  14

73 3   78 6

18     19

20     20

90 0   95 Ю

14

16

87 5

3:

1:

1(

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰端湾曲高

2a: 1

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

9

11  1
81 8   58

29     3

ll   l

72 7   80

30     2

10

13

76 9

36

9

12     1

75 0   75

32     3

-325-
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人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

l C7-ll-013

有吉北貝塚

SK-2911-B

男

成入以上

I C7-11-014

有吉北貝塚

SK-774

男

l C7-17-∞ 3

小金沢貝塚

3号

男

i C7-17-lllpl

小金沢貝塚

4号

女

壮年

】C8-52(Ю 2

誉田高田

1号

女

成人

:C7-25-(Ю 3

草刈貝塚

B区 190A

男 ?

成 人

:C7-25-Ⅸ )5

草刈貝塚

B区 202-A

男

成 人

i C7-25-(X"

草刈貝塚

B区 202-E

男 ?

I C7-25-012

草刈員塚

B区 207B

男

ll年

I C7-25-014

草刈貝塚

B区 2H

女

壮ヽ熟年

i C7-25-015

草刈員塚

Blr 212

壮 ～熟年

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨体断面示数)

6b体中央横径

∝ 体中央矢状径

7a中 央周径

7 体最小周径

7:1
8 頭周

9 頭幅径

10頭 高径

9 :10

11滑車1忌

11 :4a

13滑車深

14肘頭嵩幅

15肘頭高深

16顆体角

右  左 右   左 右   左 右   左 若 井 右   井 右   左 右   左 右   左 右   左 右   左

5[

21

1:

25     22:

18     17:

720 773:
21     22:

23     221

68   65:

61     601

26     25

20     20

71 9   80 0

21

18

85 7

66

“

24

19

704

20

22

6,

66  64

23

14

60 9

18

22

64

58

20

13

65 0

17

20

57

51

21

13

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2

4 体横径

4a体 中央横径

4(1)小 頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示数 )

5a:4a

5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

5(6)下端幅

:7

13

15

4

17     19

14     14

14     14

82 4   73 7

82 4   73 7

17

::

64 7

58 8

15 15

11   11

10    11

73 3   73 3

71 4   73 3

15

10

714

38

15

10

10

66 7

66 7

38

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 枕側切面前幅

10枕側切面後幅

9 :10

H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面示数 )

13上横径

14上 背腹径

13:14(扁 平示数 )

骨幹最大径

2:

“

16  16
16  16

11X10 11X10

51

23

26

16

H30

"6

!6

14

17

82 4

y

1

1

76 6

４３
　
ｍ

18

7

14

500

12    12

15    15

800  800

(14)

(11)

(786)

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰端湾曲高

2a: 1

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨 体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

11   1

13     1

84 6   91

36  3
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人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

年齢

I C7-25-016

草刈貝塚

B区 216-A

男

壮年

I C7-25-017

草刈貝塚

B区 2163

幼児

I C7-25-018

草刈貝塚

B区 228-A

男

熟年

I C7-25-020

草刈貝塚

B区 228-C

女

成人

i C7-25-021

草刈貝塚

B区 228-D

女

熟年

l C7-25-024

草刈貝塚

B区 2293-A

男 ?

青年

i C7-25-025

草刈貝塚

B区 2293-B

i C7-25-026

草メJ貝 塚

B区 480

女

壮年

I C7-25-029

草刈貝塚

B区 504

男

壮ヽ熟年

i C7-25-030

草刈貝塚

B区 509A

男

壮年

I C7-25-032

草刈員塚

B区 5H

女

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 幅

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨 体断面示数 )

“

体中央横径

梃 体中央矢状径

7a中 央周径

7 体最小周径

7:1
8 頭周

9 頭幅径

10頭 高径

9:10
H滑 車幅

ll:4a

13滑 車深

14肘頭嵩幅

15肘頭嵩深

16顆体角

18捻 転角

右   左 右   左 右   左 右   左 有 左 右   左 右   左 右 左 右   た 右   左 右 左

(59)

25

18

72 0

22

25

73

69

42

(712)

(28)

(14)

92・

13

10

76 9

11

12

36

33

23

16

69 6

19

22

65

”

７９

４２

36

40

90 0

34

69 4

24

12

97・

21   19

15  14
71 4   73 7

20     19

18    18

58    57

54      52

26     25

11     11

99・ (99・ )

12  12
9  10

75 0   83 3

10    10

12    12

35     36

34

53

20     2C

14      14

70 0   70 0

18     16

19     19

56     55

51    51

40

75 5

24

12     13

95°

28 (26)

12

91・

282

28Ю

44

2:    21

16     17

76 2   81 0

21      20

19     19

60     62

55     57

20 2

37

42

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3: 1

3:2
4 体横径

4a体中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示数 )

5a:4a

5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

5(6)下端幅

(16)

(:5)

(13)

(13)

(813)

(867)

(42)

13

(13) (131

18

10

(1()) (101

76 9

(76 9) (76 91

18

22

9

6

66 7   66

66 7   66

23

14

11   11

78 6   78 6

78 6

14

10

714

71 4

38

220

205

36

16 4

17     16

16     16

20     20

11     11

64 7   68 8

68 8   68 8

41 4

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 撓側切面前幅

10撓側切面後幅

9:10
H体 背腹径

12体横径

H:12(骨 体断面示数 )

13上横径

14上背腹径

13:14(扁 平示数 )

骨幹最大径

骨幹最小径

(13)

(15)

(86 7)

42     39

19     18

21     21

10     12

10 5   16 7

52 6   66 7

8      6

14      14

57 1   42 9

10     10

16     14

62 5   71 4

lC

l∞  C

12

16

80C

7

8

87 5

8

13     13

61 5

14     12

16      16

87 5   75 0

238

234

35

147

42

22

44

21

14

95 5

63 6

6  9
11  11

54 5   81 8

12     13

15     15

800  867

鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰瑞湾曲高

2a: 1

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨 体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

7   8
12     11

58 3   72 7

3:    31

8

12     1

66 7   66

32     3

31

9

ll

818

32

20
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人骨 lDNo

遺跡

個体番号

性別

I C7-25-033

草刈員塚

B区 516-A

男

l C7-25-034

草刈貝颯

B区 516B

男

I C7-25-035

草刈貝塚

B区 516-C

男

成人

l C7-25-037

革刈ll塚

BIX 516-E

男 ?

成年

l C7-25-039

草刈貝塚

B区 516-G

薪年

l C7-25-{M2

草刈貝塚

B区 585

男

壮年

I C7-25-(143

草刈貝塚

B区 76()

男

成人

lじ 7-25-lb19

草刈員壕

千葉急 l号

女

I C7-25-051

卓刈貝塚

千葉急 6号

女

l C3-14-α )l

白井大宮台

SK-01

男

20～ 3()オ

上腕骨

1 最大長

2全 長

3上 11

4 下端幅

4a最大上顆幅

5 体中央最大径

6 体中央最小径

6:5(骨体断面示数 )

6b体中央横径

縫 体中央失状径

Z中 央周径

7 体最小周径

7:1
8 頭周

9 頭幅径

:0頭 高径

9:10
H滑 車幅

11:4a

13滑 車深

14肘頭高幅

15肘頭嵩深

16顧体角

18捻 転角

右  左 右   左 右   た 右   左 左 右   左 オi  左 有  左

58

23

17

73 9

22

19

63

60

35

60 3

26

15

97・

20

15

75 0

20

18

58

54    54

55     55

23     22

16      16

69 6   72 7

22     21

21      21

65     62

61     6(1

27

11

27

13

23

73 9

22

21

65

6()

(4())

(25)

13

23

18

78 3

21

67

57

20

16

80 0

58

20 5

:45

70 7

54

撓 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2

4 体横径

4a体中央横径

4(1)小頭横径

5 体矢状径

5a体中央矢状径

5:4(骨体断面示数 )

5a:4a
5(1)小頭矢状径

5(3)頭周

5(5)体 中央周径

5(6)下端幅

18

18

:3

13

72 2

72 2

17  17
16  17

14  13
14   13

82 4   76 5

87 5   76 5

7

778

66 7

24

1

13     1

13     :

81 3   76

81 3   75

16

12

12

75  ()

75  ()

46

(225)

尺 骨

1 最大長

2 生理長

3 最小周径

3:1
3:2
体中央周径

体周径

6 肘頭幅

7 肘頭深

8 肘頭高

7:6
8:6

9 撓側切面前幅

10撓側切面後幅

9:10
11体背腹径

12体横径

11:12(骨 体断面示数 )

13上横径

14上 背腹径

13:14(扁 平示致)

骨幹最大径

骨幹最小径

8

16

5110

13

17

76 5

12

17

70 6

265

260

35

132

43

22

15

23

10

16

62 5

13     12

15     16

86 7   75 0

(615)

9

88

14  1:
16  1:

875 1∞  (

15

13

867
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５

‐４
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‐５

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐２

　

　

”

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

‐５

■

16

H5
鎖 骨

1 最大長

2a体湾曲高

2(1)肩 峰瑞湾曲高

2a: 】

2(1):1
4 体中央垂直径

5 体中央矢状径

4:5(骨体断面示数 )

6 体中央周径

6:1

10    1

14     1

714 84
39     3

1:

13

846

38
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第66表 下肢骨計測値表

26  お:  32
26  26:  お

ltX1 0 1(X)0:

82  t32:  97

31   3::  31

24      24:     24

774 '74:

20

75 5

83

190  71

32     31

30        ∞

205 m

68 3   67

80  81

34_5  34

700 667
|17 64

“

人骨IDNQ

遺跡

個体番号

性別

辟 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上靖下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上骨端幅

4(2)下 骨端幅

膝

最大高

最大幅

1:2
最大厚

関節面高

頭側切面幅

l 距骨長

2 距骨幅

堀之内貝塚

鈴木 1号

女

熟年

堀之内員塚

鈴木 2号

女

熟年

堀之内員標

鈴木 3号

女

成 11

堀之内貝塚

鈴木 4号

男

熟年

堀之内貝塚

鈴木 5号

男

成年

I C2-01

古作員塚

85年 2号

男

熟年

I C2-01-04

古作ll塚

85年 8号

男

熟年

I Cl-09 I Cl-09 I Cl l Cl― l19-01

‐Ｃ‐・０９．０‐２̈
・女鰤

占作11塚

85111号

男

成人

古作11塚

85年 H号

女

20ftinfF

占作11塚

85年 12号

男

古作「1塚

85年 13号

男

壮年

大胆骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数)

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上失状径

10:9(上 骨体横 断示数 )

H体 最小下矢状径

12体下横径

13上骨端長

14前 頸および頭長

15頸垂直径

16頭矢状径

16:15

17頭周径

18頭 垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顎後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

31:32(骨幹上部横断示数 )

鯉 骨

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央最大径

8a栄養子し位矢状径

9 中央横径

9a栄養7L位横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:3a(栄養孔位断面示数)

10体中央周径

10a栄 養
=し

位周径

10b体最小周径

10b:1(長厚示数 )

1

2

3

4

5

22

?10  67



人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

辟 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数)

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)下 骨端幅

膝蓋骨

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

6

距

1 距骨長

2 距骨幅

I C2-01-050:I C2-21 I C2-21 I C2-21 I C2-21

古作貝塚 :高根木戸 高根木戸

IC2 21-00鶴 I C2-27-001

高根本戸 :宮本台貝塚

8号  : 1号85年 15号

女

2号

女

3号

男

成人

高根木戸

4号

女

熟年

高ll本戸

5号

男

高根本戸

6号

男

成人

高根木戸

7号

男

宮本台貝塚

4号

男

熟年

宮本台貝塚

5号

男

成入

宮本台員塚

6号

男

成人熟 ヽ

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数 )

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

10:9(上 骨体横断示数)

11体最小下矢状径

12体下横径

13上骨端長

14前頸および頭長

15類垂直径

16頸矢状径

16:15

17頭周径

18頭 垂直径

19頭横径

19: 18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾山高 (h)

a:h
28捻転角

29頭体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

31:32(骨幹上部横断示数)

肛 骨

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央最大径

8a栄養孔位矢状径

9 中央横径

9a栄養孔位横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:3a(栄養孔位断面示数)

10体中央周径

10a栄 養孔位周径

10b体最小周径

10b:1(長厚示数 )

“

7:   711
750:       7:

31

34

88

33

23

70 0

m7

I C2-21 I C2-27 I C2-27



人骨IDNQ

遺跡

個体rr号

性別

31:

JF骨
1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

下

1 最大高

2 最大幅

112
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

距

1 距骨長

2 距骨幅

I C2-27 I C2-27 I C2-27-0 I C2-27 I C2-27 I C2-27 I C2-27 I C2-27

宮本台貝塚

7号

男

成入

宮本台rt塚

10号

男

成人

宮本台貝塚

21号

男

宮本台貝塚

2r号

女

宮本台貝塚

22号

男

lLl:

宮本台員塚

101号

女

宮本台員塚

102号

女

熟年

I C2-27-0

宮本台貝塚

103号

男

宮本台貝塚

104号

男

宮本台貝塚

105号

男

JL

宮本台員塚

106号

男

宮本台員塚

10Sサ

女

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数 )

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

10:9(上 骨停横断示数)

11体最小下矢状径

12体 F横径

13上 骨端長

14前 頸および頭長

15頸垂直径

16頸矢状径

16:15

17頸周径

18頭垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顧最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29類体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

麗 骨

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下靖矢状径

8 中央最大径

8a栄養孔位矢状径

9 中央横径

9a栄養
=L位

横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:3a(栄養孔位断面示数 )

10体中央周径

10a栄 養孔位周径

10b体 最小周径

10b:1(長厚示数)

32

25

84

(“ )

(24)

(727)

8Q

I C2-27-01 I C2-27

23

87

23



人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

宮本台it塚

109号

男

JL年

I C2-27-027

宮本台貝壕

110号

男

熟年

I C2-27-02ε

宮本台It塚

lH号

女

I

加曽利北

62年 1サ

女

I

加曽利北

62年 2号

男

i C6-32-∝

加曽利北

62年 3号

男

熟年

iC6 32-lll

加曽利北

62114号

男

老年

i C6-52-(X2

誉 nl高 旧

1号

女

成 入

I C6-71-043

矢作員塚

2サ

女

l C6-71-045

矢作貝塚

4号

女

l C6-71-i146

矢作員塚

5号

小児7ヽ 8才

l C7-11-{X)1

有吉北11塚

SB-096-A

男

l七  年

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数 )

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

10:9(上 骨体横断示数)

11体最小下矢状径

12体下横径

13上骨端長

14前 頸および頭長

15頭垂直径

16頸矢状径

16:15

17頸周径

18頭垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内穎後高

27体湾山弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

31:32(骨幹上部横断示 ]

右   左 右  左 右  左 右  左 イ 左 イi   力i 右   左 左 右  左 イ イ 左 イ 左

“
”
“

251

221

n361

751

29‐

認

２５

ｍ

∞

ハ

２４

７

Ｍ

(28)

(H20)

(84)

393

(28)      28

(25)     26

12 0,  107 7

(83)  83

で

‘

“

く

０

　

　

３７
　
２７
　
゛

歴 骨

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下瑞矢状径

8 中央最大径

8a栄養7L位 矢状径

9 中央横径

9a栄養
=し

位横径

9:8(中 央横断示数)

9a:8a(栄養孔位断面示数

10体中央周径

10a栄 養孔位周径

10b体 最小周径

10b:1(長厚示数 )

32

“

ハ

”

ｐ

“

■

Ю

７７ 81

ぉ

３‐

２‐

２４

18     21

71     7R

67 71

“

71

MI

{28) (28)

30

(20) (2))

22

(71 4) (71 4)

(78)   (78)

(29) (27)

(19) (20)

(l15 5) (74 1)

(75)    (74)

リト 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)下骨端幅

22

546

55

15 (16)

(10)

(62 5)

17  1,

膝蓋骨

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

6 誹側切面幅

B 
“

:

距 骨

1 距骨長

2 距骨幅



人骨IDNQ

遺跡

個体番号

性別

年

31:32(骨幹上

胆

10体中央周径

10a栄養孔位周径

10b体 最小周径

10b:1(長厚示数)

辟 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)

有吉北貝塚

SK-001

男

l C7-11-1■ ,7

有吉北貝塚

SK-081A

女

成 人

i C7-H-0(18

有 吉北貝塚

SK-095

男

I C7-11-(X,9

有吉Jヒ 貝塚

SK-122F

女

i C7-11-01()

有吉北貝塚

SK-122M

男

lL 年

l C7-11-012

有吉北lt塚

SK-291A― A

男

I C7-11-015

有吉北貝塚

SK-791A

女

成 年

l C7-17(XИ

小金沢員塚

4号

女

壮 年

I C7-25-001

草刈貝塚

B区 163A

女 ?

成 人

I C7-25-(X14

草刈it塚

B区 195

成 人

I C7-15-(X,1:lじ 7-17-lX'3

木戸作員塚 :Jヽ金沢fl塚

1号  : 3号
女  :  男

成 人 :壮 年

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数)

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

10:9(上 骨体横断示数)

H体 最小下矢状径

12体下横径

13上骨端長

14前 頸および頭長

15頸垂直径

16頸 矢状径

16:15

17頸周径

18頭垂直径

19頭横径

19: 18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央最大径

8a栄養孔位矢状径

9 中央横径

9a栄養7L位横径

9:8(中 央横断示数)

9a:8a(栄養孔位断面示数 )

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

6 辟側切面幅

距 骨

1 距骨長

2 距骨帽

68 0

32

84



人骨IDNo

遺跡

個体番号

性別

I C7-25-tX)5

草刈員塚

B区 202-A

男

成  人

I C7-25-(X'8

草刈員塚

B区 202つ

女

成 人

l C7-25-tXp

革刈員塚

B区 202E

9J?

成 人

l C7-25-()ll

草刈員塚

B区 203A

女

年

i C7-25-012

草刈員塚

B区 207B

男

l七  年

1じ7-25-014

草刈11塚

BIえ 2H

女

l C7-25-015

車刈貝塚

BIX 212

J「 ～軌年

1じ7-25-016

草刈∫t塚

B区 216-A

男

l C7-25-018

草刈貝塚

B区 228-A

男

熟 11

l C7-25120

卓刈貝塚

B区 228-C

女

I C7-25-021

単刈員塚

B区 2280

女

lじ7-25-024

草刈員塚

B区 229B J

男 ?

大腿・■

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数 )

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体 上矢状径

10:9(上 骨体横断示数)

H体 最小下矢状径

12体下横径

13上 骨端長

14前 頸および頭長

15頸 垂直径

16頸矢状径

16:15

17頭周径

18頭垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾山高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

31:32(骨幹上部横断示ヨ

右  左 右   左 イi   /1i イ 芹 右   /r イ:   ム: 右  左 右   ス= /1i ′i  ″ イ

33  33

91   92 77

28      29

28     28

88     89

23     23

27   2
25   (23)

22      2:

¨
　
“

24  24
12t)8  1')8

82     82

(393)

(392)

(376)

(178)

21  21

“

25      25

77     77

沖   3)

“
　
２

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下増幅

7 下瑞矢状径

8 中央最大径

8a栄養孔位矢状径

9 中央横径

9a栄養了し位横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:8a(栄養孔位断面示数 )

10体中央周径

10a栄 養
=L位

周径

10b体 最小周径

10b:1(長厚示数 )

71

67

31   3`

∞ 0 ∞ (

82  【

沖   2

22      21

72 4   76 (

７‐

　

　

ｇ

30  :

21  2

“

6  58

27      21

19     19

633  

“

3

71     71

″  2,

65 5

73     7ξ

76

辟 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)下 骨端幅

12 12   1:

800  80(

45     4`

15  14

800 786
42    40

32  ∞

Ｈ

ｌＯ

●

４０

２８

‐５
‐３
瞬
４６
　
　
“

膝蓋骨

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頭側切面幅

6 琲側切面幅

３７

　

・１

　

　

１

　

　

　

２‐

　

２

０

４０

ｍ
　
２

距 骨

距骨長

距骨幅 334



人・野IDNo

遺跡

個体番号

性別

l C7-25-025

草刈員塚

B区

I C7-25-026

草刈貝塚

B区 480

女

11 年

l C7-25-030

草刈貝塚

B区 509A

男

イ[  11

1じ7-25-031

草刈員塚

B区 509-B

i C7-25(132

草刈員塚

B区 511

女

熟 年

Iじ7-25(B4

草刈貝塚

B区 516-3

男

成 人

I C7-25-033

草刈貝塚

B区 516A

男

熟 年

l C7-25-035

車刈11塚

B区 516C

男

i C7-25-037

卓刈員塚

B区 516-E

男 ?

I C7-25-(139

草刈貝塚

B区 516く

I C7-25-ll12

草メリIt塚

B区 585

男

:C7-25-(143

車刈員塚

B区 760

男

胎 ヽ

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数)

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

10:9(上 骨体横 断示数)

11体最小下矢状径

12体下横径

13上 骨端長

14前頸および頭長

15頸垂直径

16頸矢状径

16: 15

17頸周径

18頭垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

:32

胆

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央最大径

8a栄養孔位矢状径

9 中央横径

9a栄養孔位横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:8a(栄養孔位断面示数)

10体中央周径

10a栄 養孔位周径

10b体 最小周径

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下端上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)下

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

6

1 距骨長

2 距骨幅

78 6

35

■67

20 0

'0 3

85

(392)

(388)

い
°

(95・

n25 11'4

(417)

(401)

(3q))

(3“ )

(206)

(91)

(41)

52

(37)

32   (30)

(20) (19)

22 (")
(645)

688(66

(84)

69

(3賜 )
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３５

３‐

　

”

“

　

　

”

認

ｐ

ａ

５

５

７８

８

７２

６

３

３
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“

ω
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人骨 IDN●

遺跡

個体 4Fr号

性別

年齢

1じ7-25-(149

草刈員塚

千葉急 1号

女

lじ 7-25-('51

草刈lt塚

T‐ 葉急 6号

女

Ⅱ C3 04-lX

城 ノ台南

94年 2号

女

11年

Ⅱ C3-04-lX14

城 ノ台南

94年 3号

男

壮年

Ilじ 3-14-(X'1

rlリ ト人宮台

SK-01

男

20ヽ 30オ

大腿骨

1 最大長

2 自然位長

3 最大転子長

4 自然位転子長

5体 長

6 体中央矢状径

7 体中央横径

6:7(中 央横断示数)

8 体中央周径

8:1
8:2

9 体上横径

10体上矢状径

lo:9(上 骨体横断示数)

11体最小下矢状径

12体下横径

13上骨端長

14前 顕および頭長

15頸垂直径

16頭矢状径

16:15

17頸周径

18頭 垂直径

19頭横径

19:18

20頭周

21上顆幅

22外顆厚径

23側顆最大長

24内顆最大長

25外顆後高

26内顆後高

27体湾曲弦長 (a)

体湾曲高 (h)

a:h
28捻転角

29頸体角

30顆体角

31骨幹上部最大径

32骨幹上部最小径

31:32(骨幹上部横断示数 )

右  左 右  左 イi 左

ｍ
　
”

″

２７

ｍ

“

ぉ

２３

０

７７

２２
　
お

イ )

25 1

２‐

　

１５

鯉 骨

1 全長

la最 大長

2 顆距長

3 最大上端幅

4 粗隆高位矢状径

5 粗隆高位最小横径

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央最大径

8a栄養7L位矢状径

9 中央横径

9a栄養Jし位横径

9:8(中 央横断示数 )

9a:8a(栄養孔位断面示数)

10体中央周径

10a栄養孔位周径

10b体最小周径

10b:1(長厚示数 )

椰
３‐８
　
　
　
　
珈
　
神
″
郎
幅
曲
岬
　
　
“
詢

琲 骨

1 最大長

2 体中央最大径

3 体中央最小径

3:2(横 断示数 )

4 体中央周径

4a上端下最小周径

4a: 1

下瑞上最小周径

4(1)上 骨端幅

4(2)下 骨端幅

膝蓋骨

1 最大高

2 最大幅

1:2
3 最大厚

4 関節面高

5 頸側切面幅

6 群側切面幅

長

幅

骨

骨

距

距

¨
　

一 336-
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駅
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昧
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緊Щ要
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０

ぶ寸凶ｍ

野瞑貫＝

∞ＮＯＩの゙‐卜Ｏ】

ヽ

ｏ∞゛凶ｍ

鯵Щ要科

ＯＮＯ‐めヽ‐卜０【

ヽ

』‐鍵Ｎ凶ｍ

蜂肛更糾

“ＮＯ‐ＯＮ‐卜Ｏ【

０

甲錫Ｎ図ｍ

蜂Щ支糾

ＮＮＯ‐めＮ卜υ】

ヽ

〔‐ＲＮ凶ｍ

蜂肛実
， 】ＮＯｌЮＮ‐卜０【

ヽ

マ鍵Ｎ凶ｍ

蜂Ц実尋

ＯＮ一‐めＮ‐卜Ｏ【

昧

千８Ｎ凶ｍ

懸Щ烹丼

０【ＯＩい一‐卜Ｏ［

欧

甲おＮ凶ｍ

蜂肛烹料

Ｎ】０‐ｎＮ‐卜Ｏ【

球

“‐コ¨凶ｍ

蜂Щ賓研

∞∞Ｏ１０べ‐卜り】

lxxx 
lxo

x
I lxx 

lxo

|  ||  |×
|| 

×

×

×
 || |||| 

×

| | | |   | | |
|

||||   |○
|

1111  101
|

1111  100

剌似Ｃ岸ヽヽ二■

製超樹ロ

部ぶ藝騒

畑ＫギＥ暑

畑Ｋギ攀

ヨ邸巻嘔事興

豪＝言懸継踊

撥埋根緊

築謳部川選

推轟≪颯ざ中

章ヽヽいヽト

中ヽ■↑‐卜Кト

薫“響伸く

ギ味Ｋ味

言轟味

ポＣ３一一Ｓタ

ギｅ●壼３皇

輌暉Ｓ晋膵

中０輝駅ポ縣率

↓Ｅ

中Ｅ贋腰

ギ調担堅

撻暉筆調撻当

導Ｓ橿ミ

製遡懸ト

謳題細緊

車くヽヽい

奏嘔“撃朦巡椰

や饉く
口尋膵ぶ率

漁撃“響椰中騒

黎中錮旨ま

ば唇睡

中ミヽヽ

中騒煮＝

く
口颯腰口懸撻

０響縣根

ギヽヽ二十扇

榊中奪中巾縣

準中撻中彙燿中巾緊

ギトに騒轟

ピ聴引僣盛

言誦中側掻
畑罪

豪Ｎ畑翠革卜巾

言尋颯

蜘欄口Ｅま

蜘棚口軍Ｃ

○
×

1×
   XI I

×

O×
|×

  |○
○

ヽ

〓Ｎ凶ｍ

懸Щ実糾

〓？Ｒ■ｏＨ

Ｒ却

¨中せ寧

機錮

ｏｚ〔【中く

―-338-―

■

○　　×

||||||○

||||×
||

| |  | | | |  |
|

|| |||| 
×

| | | | | 1 1

1 1 1 1 1 1 1

| | | | | 1 1

1 1 1 1 1 1 1

| |  | | | |

| |  | | | |

|| 
×

×
||

|| 
×

×
||



|×
×

○
| 

○
○

|

IX×
○

×
 

×
×

|

X×
|||

×
X×

||

↓
ヽ

¨【硬報十

蜂Щマ叫

一８‐ミーお【

↓
駅

い∞い凶ｍ

野Щ賓讐

Ｎ８お∴゙ｏ【

味

ぶい凶ｍ

籐Щ罠掛

Ｈ８‐Ｒ∴ｏＨ

#
↑欧

Ｏ‐一ＨいＭＯｍ

蜂Щ更叫

一８‐Ｒ‐お【

一

ロＩΦ【いＭ嶼ｍ

墨瞑妻叫

卜∞０‐ＤＮＩ卜０】

輩＃
Ｒ翠

¨中せ駆

養増

ｇｅ中く

×

|

廻週Ｃ言ヽ薇二■

製遡欄ロ

部さ中蝠

劇ＫギＥ尽

畑そギ髯

週邸巻嘔鐸欄

豪＝ギ菫褻踊

娠導寝距

暉謳巡＝怨

準驀ネ憫ざ中

中ヽ長い‐卜ヽ

中ヽ■・ヽ‐卜Кト

中く口鐵＝く

ポ味Ｋ味

岸轟味

ピＣ３一一
，
メ

言Ｃｏさ材星

中暉Ｓ興睡

中く
口選ぶポ睡巡

州ロ

中肛謳懸

ぼ＝菫奎

難響早調僣螢

鍼罫根ａ

理型懸ト

筆医畑躍

中くヽくい

差事０響縣巡椰

仕ぶく
口選謳巡椰

籠“゛響年中騨

黎中製障ま

ぼ晋謳

中へヽヽ

中騒豪＝

０理懸撃膵極

“繊睡橿

ばヽミニ恭置

枷中薫中巾緊

輝中継塑彙墳中巾歴

岸卜恒堅蔵

ギ雌引僣堅

ギ麒中側経
細騨

豪゛細塑彙卜巾

ギ彗慮

細用ロロま

畑相口駆Ｅ

―-339-―

||×

|×
|×

×
  

○
  

×

X   
×
   

×

| | | |

| | | |

| | | |

| | | |

| | | |

| | | |

×
×

||

〇
|||

|

|



附章 資料・ データ集

第 5節 千葉県縄文貝塚関連文献目録

千葉県内の縄文期貝塚を研究する上で参考 となる文献、論文を集成した。文献は市町村ごとに、年代順

に並べることを基本 とした。貝塚を伴う遺跡に関して、貝層と出土遺物の内容、時期等を知る上で参考 と

したものを網羅的に取 り上げることを目指した。ただし、個々の遺物を取 り上げた論文、貝層の検出され

なかった地点の調査報告、ほかに詳しい内容の報告がされている場合の概報、年報等は対象外 とした。

なお、市町村ごとに分類できないものについては「広域」として、最後に年代順に並べた。

凡例

1.文献ID 市町村No 2桁 十刊行年 4桁 +同一年での識別NQ 2桁で表す。

2.町村 市町村名。

3.町恥 市町村NQ。 貝塚研究の便宜を優先してつけた独自のナンバーである。16pの とおり。

4.書名、論文名 論文名、書誌名または雑誌名十ナンバーをカンマ区切 りで示した。報告書のタイ トル

は遺跡名のついた部分を優先し、事業名・ シリーズ名にあたる部分は省略したものが多い。なお、複数

の遺跡が掲載されている場合は遺跡ごとに章や節のタイ トルをつけて登録した。

5。 貝塚ID 「貝塚地名表」 と共通である。

第68表 千葉県縄文貝塚関連文献目録

えいこういん)貝塚,新編埼玉県史 資料編1

縄文海進時(縄文時代早期から前期)に おける
覧,特別展「さいたまの海」展示図録
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掘調査報告書

),平成311度野田市遺跡発掘調査報告

塚は縄文時代のタイムカフ・セル

流山市域の員塚にお
から―,研究連絡誌53
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,ア ーケオロジー1617

ニツ木第二貝塚 ,日 本考古学年報3

について (そ の 5)―栗 ケ沢道跡の例―
,
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県松戸市 東平賀貝塚 (

中峠遺跡 第3次調査報告,下総考古学14

中峠貝塚第10次調査出土ハマグリの員殻成長線分析結果につい

て,下総考古学14

の出土状態について,鎌 ケ

につ い て ,鎌 ケ

々のくらし,鎌 ケ

自然遺物,下総姥山に於ける石器時代遺跡,東京帝国大
人類学研究報告第5編

工、キ、モ、サ地点発掘報告,

の土器につい

,日 本考古学年報15
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川iトカIノ 内貝塚B地点,Fl

下遺跡,市川市

1巻 (原 始・古代),縄文時代の

における利根川下

墓から復原する集落の
分析,季刊考古学55

複構造炉の住居跡・集塊する土坑墓群―

紹介と若干の考察―.貝塚博物館紀要24
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塚 ,日 本考古学年報11

文中期における石鏃の

高根木戸と高根木戸北集落の関係―,貝塚博物館紀要14

穐 人 町 ■ 甲 期 慎 干 ″ 果 r●u― 丁 果 宗 同 供

^〃
退 勁 ν′悟 垣 こ 息 薇

―,山 梨県立考古博物館・山梨県埋蔵文化財センター 研究紀要
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ノ台貝塚の発掘に就て,

田貝塚出上の人骨に就いて,

葉県千葉市加曽利貝塚,日 本考古学年報11

て―,千葉県文化財センター研究紀要6

貝塚博物館紀要7
磁
”̈一”””

一”””””””
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のもつ意味について一有吉北lt塚の一時

Iの あるイヌ下顎骨,千葉県立

てヽ,貝塚博物館紀要22

と貝塚の形成―木戸作遺跡における
と「環状貝塚」の解体,季刊考古学55

)千葉県文化財センター

―-347-―



たイノシシ頭骨と焼
構について,研究連絡誌6

西広貝塚の調査から,考古学ジヤーナル223

の地下レーダー探査,私たちの文化財15

の 2,私たちの文化財16

塚),私たちの文

市原市文化財センター

査方法の検討―,研究連絡誌49

財)千葉県文化財センター

塚・三ツ作貝塚の縄文式土
夫氏寄贈の考古資料について―,史観109

嬌
彙
■
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Fu人 口寸1ヽ 探 呪
'VJ Vノ

女 即 既 3-rl]堺 叩 四 lA只塚 山 上 Vノ■

身具を中心として一,市原市文化財センターrllF究紀要2



貝塚の調査

学・社会科学編14

について,成田市の文

史学・社会科学編25

利根川下流域の研究

査,下総における
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町千代田川地内貝塚調査概要報告,P」 街道 |ド の:

末の研究 ,奈和21

原貝塚,石器時代における利根り|

石器時代における

石器時代における利根川下
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